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言ノ：、

茨城県は労　一般国道器号の交通渋滞の解消と　鬼怒川を挟ん

だ水海道周辺地域の欄亙連絡の強化を田的に　水海道バイパス道

路の改良工事事業を推進しております。

水海道周辺地域の普遍的な発展のためには芦　このような交通体

系の整備を進めてい　ことが重要でありますが芦　その予定地内に

は　前原遺跡をはじめとして浮　い　てつかの埋蔵文化財包蔵地の存

在が確認されております。

財団法Å茨城県教育財団は　茨城県から埋蔵文化財発掘調査事

業につ齢ての委託を受け　平成　年且腰から平成　年9月にかけ

て発掘調査を実施してま折りました。

本書は　前原遺跡　太閤適遺跡及び三本松遺跡の調査成果を収

録した　のであ軋　本書が学術的な資料としてはもとよ軋　教育

◎文化の向張の一助として広　活用されますことを希望いたしま

す。

なお汐　発掘調査から報告書の刊行に至るまで診　委託者である茨

城県から多太な御協力を賜りましたことに射し　摩　御礼申し上

げます。

また夢　茨城県教育委員会夕　水海道市教育委員会をはじめタ　関係

各機関及び関係各位から御指導，御協力をいただきましたことに

対し撃　衷心より感謝の意を表します。

平成8年6月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本



例 に瑠

且　本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成7年1月から平成7年9月まで発掘調査

を実施した茨城県水海道市に所在する前原遺臥大門通遺跡及び三本松遺跡の発掘調査報告書である。

なお，3遺跡の所在地は次のとおりである。

前原遺跡　　　水海道市羽生町字前原678番地の87ほか

大門適遺跡　　　水海道市豊岡町甲134番地の7ほか

三本松遺跡　　　水海道市豊岡町T1646番地の1ほか

2　前原遺臥大門通遺跡，三本松遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　　 事　　　 長
横　 田　　　 勇 昭和63年 4 月～平成 7年 3 月

橋　 本　　　 昌 平成 7 年 4 月～

副　　 理　　 事　　 長

小　 林　 秀　 文 平成 6 年 4 月～平成 8 年 3 月

中　 島　 弘　 光 平成 7年 4 月～

斎　 藤　 佳　 郎 平成 8 年 4 月～

専　　 務　　 理　　 事 中　 島　 弘　 光 平成 5 年 4 月～平成 7年 3 月

常　　 務　　 理　　 事
一　 木　 邦　 彦 平成 7 年 4 月一平成 8 年 3 月

梅　 澤　 秀　 夫 平成 8 年 4 月～

藤　 枝　 宣　 一 平成 4 年 4 月～平成 7 年 3 月

事　　 務　　 局　　 長 斎　 藤　 妃　 彦 平成 7 年 4 月一平成 8 年 3 月

小　 林　 隆　 郎 平成 8 年 4 月～

埋 蔵 文 化 財 部 長
安　 歳　 事　 重 平成 5 年 4 月～＿平成 8 年 3 月

沼　 田　 文　 夫 平成 8 年 4 月～

埋蔵文化財部長代理 河　 野　 佑　 司 平成 6 年 4 月～

企

画

管

理

課

課　　　　　 長 水　 飼　 敏　 夫 平成 4 年 4 月～平成 8 年 3 月

課　　　　　 長 小　 幡　 弘　 明 平成 8 年 4 月～

課　 長　 代　 理 根　 本　 達　 夫 平成 7年 4 月～ （平成 6 年 4 月～平成 7 年 3 月係長）

係　　　　　 長 清　 水　　　 薫 平成 8 年 4 月～

主 任 調 査 員 海老澤　　　 稔 平成 6 年 4 月～平成 8 年 3 月

主 任 調 査 員 小　 高　 五十二 平成 8 年 4 月～

経

理

課

課　　　　　 長 小　 幡　 弘　 明 平成 5年 4 月～平成 8 年 3 月

課　　　　　 長 河　 崎　 孝　 典 平成 8 年 4 月～

主　　　　　 査 鈴　 木　 三　 郎 平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月（平成5年4 月～平成 7年3月課長代理）

主　　　　　 査 田　 所　 多佳男 平成 8 年 4 月～

課　 長　 代　 理 大　 高　 春　 夫 平成 7年 4 月～ （平成 6 年 4 月～平成 7 年 3 月係長）

主　　　　　 任 小　 池　　　 孝 平成 7 年 4 月～

主　　　　　 事 軍　 司　 浩　 作 平成 5 年 4 月～平成 8 年 3 月

主　　　　　 事 柳　 澤　 松　 雄 平成 8 年 4 月～



調

査

第

課

課長（部長兼務） 安　 戒　 尊　 重 平成5 年 4 月～平成 8 年 3 月

調査第一珪長 川　 井　 正　 一 平成7 年 1 月～平成 7 年 3 月

調査第三姓長 根　 本　 康　 弘 平成7 年 4 月～平成 7 年 9 月

主 任 調 査 員 土　 生　 朗　 治 平成7 年 1 月～平成 7 年 9 月調査（平成7年1月～平成7年3月調査員）

調　　 査　　 員 白　 田　 正　 子 平成 7 年 1 月～平成 7 年 3 月調査

調　　 査　　 員 大　 関　　　 武 平成 7 年 4 月一平成 7 年 9 月調査

整
理
課

課　　　　　 長 山　 本　 静　 男 平成 7 年 4 月～

副主任調査員 大　 関　　　 武 平成8 年 4 月一平成 8 年 6 月整理 ・執筆 ・編集

3　本書に使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，短刀の実軌　鑑定については取手市立高井小学校教諭の田中幸夫氏に御指導をいた

だいた。

5　発掘調査及び整理に際して，御指軋御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

6　遺跡の概略

ふ　 り　 が　 な いっぱんこくどう3嶺ごう（みつかいどうばいぼす）どうろかいりょうこうじちないまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書　　　　　 名 一般国道354号（水海道バイパス）道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書

副　　 書　　 名 前原遺跡 ・大門適遺跡 ・三本松遺跡
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ふ り　が な

所 収 遺 跡

ふ　り　が な

所　 在　 地
コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調　 査　 原　 因

ま　え　は　ら　い　せ　き
前　 原　 遺　 跡

いばらきけんみつかいどうし
茨城県水海道市

0821上0058

36度 139度 19950101－

3，019r迂

一般国道354号 （水海道

はにゅうちょうあざまえはら
羽生町字前原 02分 58分 19950930 バイパス）道路改良工事

678番地の87ほか 37秒 35秒 に伴う調査

だいもんどおりいせき
大 門 適 遺 跡

いばらきけんみつかいどうし
茨城県水海道市

とよおかちょうこう
豊岡町甲1封番地

の7 ほか

08211－0056

36度

02分

37秒

139度

58分

15秒

1，137nf

さんぼんまついせき
三 本 松 遺 跡

いばらきけんみつかりどうし
茨城県水海道市

とよおかちょうてい
豊岡町丁1646番

地の1 ほか

08211－0054

36度

02分

37秒

139度

58分

05秒

6，836nf



所収遺跡名 種　 別 主な時代 主　 な　遺　構 主　 な　 遺　 物 特　 記　 事　 項

前　 原　 遺　 跡 集落跡 古墳時代 竪 穴 住 居 跡　 1 軒 土師器 古墳時代前期の住居跡

やで，壁側にベッド状の
時期不明 土　　　　　 坑 15基 須恵器

溝　　　　　　　 1 条 高まりをもっている。

大 門 適 遺 跡 集落跡 古墳時代 竪 穴 住 ．居 跡　 6 軒 土師器 ・土玉 ・管状土錘 古墳時代中期の集落跡

で，大形住居と小形住

居に分かれる。

近　　 世 溝　　　　　　　 1条 土師質土器 ・陶器

時期不明 士　　　　　 坑 10基

三 本 松 遺 跡 集落跡 古墳時代 竪 穴 住 居 跡　 1 軒 土師器

中世の遺構が数多く確中　　 世

時期不明

方形竪穴状遺構　 6 軒 土師質土器 ・北宋銭

土　　 墳　　 墓　 43基 土師質土器 ・陶器 ・磁器 認され，特に方形竪穴

火　　 葬　　 墓　 1 基 火葬骨片 状遺構からは北宋銭が

土 坑 内 貝　塚　 2 基

土　　　　　 坑　 1基

井　　　　　 戸　 3基

溝　　　　　　　 5 条

道 路 状 遺 構　 1条

不　 明　 遺　 構　 1 基

巻貝 ・二枚貝

短刀

陶器

陶器 ・砥石

土師質土器 ・陶器

4 枚出土している。

土　　　　　 坑　 4 基

溝　　　　　　　 2 条



凡

1遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系を原点と

し，前原遺跡はⅩ＝十4，040mY＝＋13，560m，大門

通遺跡はⅩ＝＋4，080mY＝＋13，160m，三本松遺跡

はⅩ＝＋4，080mY＝＋12，720mの交点をそれぞれ基

準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方

の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，南

北に各々十等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，

北から南へA，B，C……，西から東へ1，2，3…・‥

とし，その組み合わせで「Al区」，「B2区」のよう

に呼称した。さらに，小調査区も同様に北から南へa，

例

1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　3

al2 3 4 5 6 7 8 9 0

十

b

c
d

e
f
9
h

l
1

第1図　調査区呼称方法概念図

b，C……j，西から東へ1，2，3……0と小文字を

付し，位置を表示する場合は，大調査区の名称を冠し，

「Alal区」，「B2b2区」のように呼称した。（第1図）

2　遺構，遺物及び土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　方形竪穴状遺構－SI　土墳墓TSK　火葬墓－SK　土坑内貝塚－SK

土坑rS K　井戸－S E　溝－SD　道路状遺構－S F　不明遺構－SX　ピットーP

遺物　　土器－P　土製品TD P　石器・石製品rQ　古銭・金属製品TM　拓本土器－TP

土層　　撹乱－K

3遺構及び遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

□＝炉・竃E∃＝焼土・赤彩巨∃＝粘土・粕田＝炭化物・繊維土器匡ヨ＝貝巨ヨ＝火葬骨片

●＝土器　　■＝土製品　　□＝石器・石製品　　　△＝古銭・金属製品

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）各遺構の実測図は60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては個

々にS＝1／○と表示した。

（3）「主軸方向」は，炉・竃を通る軸線，あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とし，その主軸が座標北か

らみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した。（例　N－100－E N－100－W）

なお，〔〕を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A－口径，B一器高，C一底径，D一高台径（脚部径），E一高台高（脚部高）とし，

単位はcmである。

なお，現存値は（）で，推定値は〔〕を付して示した。
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第凰車　調　査　経　緯

第温節　調査に至る経過

主要地方道土浦野田線は，水海道市内を通過する路線で，県南地域と県西地域を結ぶという重要な役割を果

たしてきた道路である。しかしながら，沿線地域の近年における目覚ましい発展は交通量の増加を招き，さら

なる発展を目指していくには道路網の整備を図ることが必要である。そうした中，主要地方道土浦野田線が…

般国道354号に昇格することになり，茨城県は，水海道市から岩井市に通じる水海道バイパス道路の建設を計

画した。

工事に先立ち，茨城県は，平成5年3月3日に茨城県教育委員会に対し，この道路改良工事予定地内である

水海道市羽生地区及び豊岡地区における埋蔵文化財の有無等についての照会をした。これを受け，茨城県教育

委員会は，平成5年9月17日に現地踏査を，同年11月22日に試掘調査を実施した。その結軋平成6年1月7

日に工事予定地内に前原遺跡が所在することを茨城県あてに回答した。平成6年1月17日から，茨城県と茨城

県教育委員会は，埋蔵文化財の取り扱いについて，文化財保護の立場から慎重な協議を重ねてきた。その結軋

平成6年2月1日，前原遺跡については記録保存の措置を講ずることとし，茨城県教育委員会は，茨城県に埋

蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

さらに，茨城県教育委員会は，平成6年11月16日にも現地踏査を実施し，その結果，平成7年2月3巨‖こ工

事予定地内に大門通遺跡及び三本松遺跡も所在することを茨城県あてに回答した。平成7年3月6日から，茨

城県と茨城県教育委員会は，埋蔵文化財の取り扱いについて，文化財保護の立場から慎重な協議を重ねてきた。

その結軋平成7年3月9日，大門通遺跡及び三本松遺跡についても記録保存の措置を講ずることとし，茨城

県教育委員会は，茨城県に埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は，平成7年1月1日，茨城県と埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，同年

1月から前原遺跡の発掘調査を，同年4月から大門通遺跡及び三本松遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

前原遺臥　大門通遺跡及び三本松遺跡の発掘調査は，平成7年1月「1日から平成7年9月30日までの9か月

にわたり実施した。以下，調査経過の概要を月ごとに記述する。

前原遺跡

1月　4日から事前準備を開始し，続いて器材の搬入など発掘調査のための諸準備を行った。11日に調査

区内の清掃をし，12日には関係者列席のもとに鍬入れ式を挙行した。13日からは調査区の手掘りによ

る試掘調査を開始し，遺物及び遺構の存在を確認した。31日からは重機による表土除去を開始した。

2　月　引き続き表土除去を実施し，6日からは遺構確認作業を開始した。表土除去は8日に終え，遺構確

認作業も9日には終了し，竪穴住居臥土坑及び溝等を確認した。10日からは竪穴住居跡を中心とし

た遺構調査に着手した。15e16日には方眼杭打ち測量（茨城県建設技術公社に委託）を実施した。

3　月　遺構の調査を概ね終え，13日からは補足調査を行った。17日にはすべての調査を終了した。
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大門通遺跡e三本松遺跡

4　月　3日から事前準備を開始し，1圧‖こは現地踏査を行い，続いて器材の搬入など発掘調査のための諸

準備を行った。13日からは三本松遺跡の調査区内の清掃及び上物焼却を開始した。且7日からは三本松

遺跡I¢Ⅲ区内の工事用仮設道路予定地内の芋掘りによる試掘調査を開始し，24日からはI区の芋掘

りによる試掘調査も開始した。

5　月　引き続き三本松遺跡I区の試掘調査を実施し，8日からはⅢ区，9日からはⅢ区の試掘調査も開始

し，遺物及び遺構の存在を確認した。16日からはI区の試掘グリッドの手掘りによる拡張を開始し，

方形竪穴状遺構，土坑及び溝等を確認した。22日からは大門適遺跡の調査区内の伐開及び上物焼却を

開始した。24巨からは大門適遺跡の手掘りによる試掘調査を開始し，遺物及び遺構の存在を確認した。

6　月　6日からは三本松遺跡I区の方形竪穴状遺構を中心とした遺構調査に着手した。

7　月　I区の遺構調査を概ね終え，温0日からは三本松遺跡証。Ⅲ区の重機による表土除去と遺構確認作業

を開始した。三本松遺跡の表土除去は18日に終え，続いて大門通遺跡の重機による表土除去を開始し

た。三本松遺跡Ⅲ。Ⅲ区の遺構確認作業も19［‖二は終了し，竪穴住居跡，土坑及び溝等を確認した。

大門適遺跡の表土除去は20日に終えた。24日からは三本松遺跡Ⅲ区の溝を中心とした遺構調査に，さ

らに25日からはⅢ区の土坑を中心とした遺構調査に着手した。26e27巨‖二は両遺跡の方眼杭打ち測量

（茨城県建設技術公社に委託）を実施した。三本松遺跡Ⅲ区の遺構調査を概ね終え，28日からは大門

適遺跡の遺構確認作業を開始した。

8　月　大門通遺跡の遺構確認作業も8巨‖こは終了し，竪穴住居跡，土坑及び溝等を確認した。三本松遺跡

Ⅲ区の遺構調査を概ね終え，23日からは大門適遺跡の竪穴住居跡を中心とした遺構調査を開始した。

9　月　大門適遺跡の調査を概ね終えたのに伴い，両遺跡の調査区内を清掃して，4巨日には完掘全景の航空

写真撮影を実施した。10日には大門通遺跡及び三本松遺跡の現地説明会を開催し，多数の見学者が来

跡した。以降，大門通遺跡及び三本松遺跡Ⅲ区の補足調査を行いながら，撤収準備を開始した。20日

にはすべての調査を終了し，25日には撤収作業も完了した。
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第2章　位置　と　環上境

第温節　地理的環境

前原遺跡は茨城県水海道市羽生町字前原678－87ほかに，大門通遺跡は水海道市豊岡町甲134－7ほかに，三本

松遺跡は水海道市豊岡町T1646－1ほかにそれぞれ所在し，水海道市役所の北西2～3kmのところに位置している。

遺跡のある水海道市は，茨城県の南西部に位置し，東はつくば市，谷和原村，西は岩井軋　南は守谷町，千

葉県野田軋　北は石下町と境を接している。市域は，東西約14km，南北約22km，面積約80k戒である。市の東側

は国道294号線と関東鉄道常総線がほぼ平行して南北に通じ，中央は国道354号線が東西に走っている。

水海道市の地形は，標高20～24mの洪積台地である結城（岡田）台地及び猿島台地と，小貝胱　鬼怒川及び

旧飯沼，菅生沼水系の沖積低地とからなっており，市の東側には低地が開け，西側には台地が発達している。

結城台地は市の北西部に位置し，鬼怒川及び旧飯沼の問を細長く南に伸びており，台地の南端は市内の豊岡町

に当たる。台地上は平坦で比較的起伏が少ないが，縁辺部には多数の谷津が複雑に入り組んでいる。猿島台地

は市の南西部に位置し，利根川及び旧飯沼の間を南に伸びており，結城台地と同じような地形となっている。

栃木県内に水源をもつ小月川は，市の東端を北から南に流れている。鬼怒川も栃木県内に水源をもち，市の中

央を北から南に流れている。市の北西端にはかつて飯沼が存在していたが，江戸時代享保年間の新田開発によ

って干拓され，現在は水田となっている。また，市の南西端には菅生沼が形成されている。結城台地及び猿島

台地の地層は，第四紀洪積世古東京湾時代に堆積した成田層が基盤層となり，下部から上部にかけて成田層下

乳　成田層上部，竜ヶ崎砂礫層，常総粘土層，関東ローム層，表土層の順で堆積している。堆積状況は水平且

つ単調で，摺曲や断層は見られない。

前原遺跡他2遺跡は，水海道市の北西部にあり，鬼怒川と旧飯沼に挟まれた細長い結城台地の南端付近に立

地している。前原遺跡は，東側を鬼怒川に，西側を北から入り込んだ鬼怒川水系の小支谷によって挟まれた東

西が狭い台地上に立地している。遺跡の標高は17－18mで，台地上と鬼怒川低地面との比高は7－8m，西側

谷津低地面との比高は3～5mである。調査前の現況は，山林である。大門通遺跡は，前原遺跡の西側に位置

しており，東側を北から入り込んだ先の小支谷に，西側を南から入り込んだ鬼怒川水系の小文谷に挟まれた東

西が狭い台地上に立地している。遺跡の標高は16～18mで，台地上と東側谷津低地面との比高は2－5m，西

側谷津低地面との比高は4～6mである。調査前の現況は，山林，畑である。三本松遺跡は，大門通遺跡の西

側に位置しており，東側を南から入り込んだ先の小支谷に，西側を旧飯沼に挟まれた東西が狭い台地の東側の

緩やかな傾斜面上に立地している。遺跡の標高は17－24mで，台地上と東側谷津低地面との比高は3－5m，

西側旧飯沼低地面との比高は11～13mである。調査前の現況は，山林，畑である。

参考文献

◎水海道市史編さん委員会　『水海道市史　上巻』1983年3月

¢茨城県農地部農地計画課　『土地分類基本調査　土浦』1983年12月

e茨城県農地部農地計画課　『土地分類基本調査　水海道』1985年12月

。水海道市埋蔵文化財総合調査会　『水海道市埋蔵文化財包蔵地分布地図』（水海道市埋蔵文化財調査報告

1）1992年3月
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第2節　歴史的環境

まえはら　　　　だいもんどおり　　　　　さんぼんまつ

前原遺跡〈①〉，大門通遺跡く②〉及び三本松遺跡く③〉の所在する地域昧言軋肛言酢礼　低地，台地と変化に富

んだ自然環境をもち，台地上には数多くの遺跡が遺存している。特に，鬼怒川水系，旧飯沼及び菅生沼周辺の
（1）

台地上には，旧石器時代から中世までの遺跡が多数分布している。ここでは，『茨城県遺跡地図』，『水海道
（2）

市埋蔵文化財包蔵地分布地図』の中で報告されている当該地域の主な遺跡を中心に，時代別に概観することに

したい。
いなりやま

旧石器時代の遺跡として，結城台地上の三本松遺跡からスクレイパー，稲荷山遺跡〈23〉からブレード，また，
べんてん

猿島台地上の弁天遺跡く舶〉からナイフ形石器がそれぞれ採集されている。
みてぐら　　　　かいつかこう　　　　かいつかてい　　　　なかつぼ

縄文時代早期の遺跡は，結城台地上の滴蔵遺跡く7〉，貝塚甲遺跡〈13〉，貝塚丁遺跡〈14〉，中坪遺跡〈17〉，稲
かごぬま　　　　　かごば　　　　　しのやま　　　　　きたろやま　　　　　やまのかみと　　　　　の

荷山遺跡，猿島台地上の篭沼遺跡〈29〉，篭場遺跡〈30〉，篠山遺跡〈31〉，北呂山遺跡〈32〉，山神戸遺跡〈34〉，野
ぐち　　　　にしうら　　　　かやば　　　　いなりほんごう

口遺跡〈35〉，西浦遺跡〈37〉，萱場遺跡〈41〉，稲荷本郷遺跡〈47〉等がある。縄文時代前期の遺跡は，結城台地上
むこうやま　　　　やすとひがし　　　　　　　　みてぐらきた　　　　かいつかおつ

の向山遺跡〈4〉，安戸東遺跡〈6〉，満蔵遺跡，満倉北遺跡〈8〉，貝塚乙遺跡く12〉，猿島台地上の篭沼遺跡，篭

場遺跡，篠山遺跡，山神戸遺跡，萱場遺跡，弁天遺跡，稲荷本郷遺跡等がある。縄文時代中期の遺跡は，結城

台地上の安戸東遺跡，満蔵遺跡，満倉北遺跡，中坪遺跡，猿島台地上の野口遺跡，萱場遺跡，弁天遺跡，稲荷
みてぐらひがし　　　　かんのんどう

本郷遺跡等がある。縄文時代後期の遺跡は，結城台地上の満蔵遺跡，満倉北遺跡，満倉東遺跡〈10〉，観音堂遺
おおめだい　　　　　　　　　　りゅうがさき　　　　　　　　　おかのうち

跡く20〉，大目台遺跡〈25〉，猿島台地上の竜ヶ崎遺跡く40〉，萱場遺跡，岡ノ内遺跡く46〉，稲荷本郷遺跡等がある。

縄文時代晩期の遺跡は，結城台地上の浦蔵遺跡，満倉東遺跡，猿島台地上の萱場遺跡等がある。その中でも，

鬼怒川西岸に位置する満蔵遺跡，貝塚甲遺跡，中坪遺跡の3遺跡と，旧小谷沼北岸に位置する萱場遺跡は，遺

跡内に地点貝塚が存在している。以上のように，早期から前期と継続する遺跡は多いが，その後は減少傾向に

あり，晩期に至っては確認されている遺跡数が最も少ない。

弥生時代の遺跡は，わずかな弥生土器片が採集された貝置前沼遺跡と本郷南志部遺跡の2遺跡が存在するの

みで，現在のところ集落跡と思われるほどの遺跡は確認されていない。両遺跡とも第2図の範囲では，その地

点を落とすことができないが，今後他の谷津や小河川に画した台地上に，弥生時代の集落跡が確認される可能

性は高いと思われる。
いりやま

古墳時代の遺跡は，今回報告する前原遺跡，大門通遺跡，三本松遺跡の他に，結城台地上の向山遺跡，入山
のむら

遺跡〈5〉，満蔵遺跡，満倉北遺跡，満倉東遺跡，貝塚甲遺跡，中坪遺跡，野村遺跡〈21〉，大目台遺跡，猿島台
けんさき

地上の篭沼遺跡，篭場遺跡，北呂山遺跡，山神戸遺跡，西浦遺跡，剣疇遺跡〈38〉，竜ヶ崎遺跡，萱場遺跡，稲
かいつか

荷本郷遺跡等がある。また，古墳は集落跡と思われる遺跡に付随するように存在している。結城台地上の貝塚
なかつぼ　　　　　ごうはら　　　　ななつか　　　　　よこぞねしもじゅく　　　　　まえはらしべ

古墳〈15〉，中坪古墳群〈16〉，郷原古墳〈19〉，七塚古墳群〈22〉，横曽根下宿古墳〈26〉，前原志部古墳群〈28〉，猿
けんさき

島台地上の剣崎古墳群く39〉がある。その他にも，前原遺跡，貝塚甲遺跡，西浦遺跡，竜ヶ崎遺跡，萱場遺跡か

らは埴輪片が採集されており，かつては古墳が存在していたものと思われる。鬼怒川西岸の舌状台地縁辺部に位
（3）

置する貝塚古墳は円墳で，1958年に発掘調査されている。埋葬施設は，片方の木口部に粘土塊を置いた土壌で，

遺物は杯，嚢等の土師器や，鶏形埴輪，円筒埴輪が出土している。さらに，この円墳から20m離れた地点から

は，円筒埴輪2個体を使用した埴輪棺が発見されている。鬼怒川西岸の台地縁辺部に位置する七塚古墳群は現

在6基の円墳が遺存しているが，かつては10数基存在しており，その中には前方後円墳も含まれている。1946
（4）（5）（6）（7）（8）

年以降数次にわたって発掘調査されている。埋葬施設は，粘土榔，壁に粘土を充填した土壌，箱式石棺，小口
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積み竪穴系石室及び横穴式石室といろいろなタイプがあり，外表施設として埴輪をもつ古墳も存在している。

副葬品には，鉄鉱，直刀，刀子，耳環，馬具，花形座金具，須恵器等がある。以上のような遺跡，古墳を見て

みると，4世紀には既に集落が営まれていたが，古墳が出現するのは6世紀に入ってからと言うことができる。

奈良。平安時代の遺跡は，結城台地上の向山遺跡，入山遺凱安戸東遺跡，満蔵遺跡，満倉北遺跡，蒲倉東
こしょうざん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんでん

遺跡，虎松山遺跡〈11〉，貝塚甲遺軋　中坪遺臥　野村遺跡，大目台遺跡，猿島台地上の山神戸遺跡，新田遺跡

〈36〉，萱場遺臥　岡ノ内遺跡，稲荷本郷遺跡等がある。しかし，須恵器が出土している遺跡はあまり多いとは

言えず，満倉東遺跡，貝塚甲遺跡，中坪遺跡，萱場遺跡の4遺跡が存在するのみである。
はにゅう　　　　　よこぞね

中世の遺跡は，今回報告する三本松遺跡の他はすべて城郭跡である。結城台地上の羽生城跡く49〉，横曽根城
さかまき　　　　　ほうおんじ　　　　　　　　　　　さかて

跡く50〉，坂巻城跡〈51〉，報恩寺城跡〈52〉，猿島台地上の坂手城跡〈53〉等がある。羽生城跡，横曽根城跡，坂巻

城跡は羽生氏系の城跡と言われており，坂手城跡は長束氏系の城跡と言われている。また，報恩寺城跡は報恩

寺（浄土真宗）の門徒を抱えていた城跡と言われている。概ね水海道地域は，戦国時代前期までは石下の豊田

氏の支配下に置かれていたが，後期に至って豊田氏が下妻の多賀谷氏に滅ぼされるとその支配下に置かれるよ

うになった。しかし，その支配は安定したものではなく，西あるいは南から小田原の北条氏が絶えず進出の機

会を伺っていたのである。

※文中の〈　〉内の番号は表1，第2図中の該当番号と同じである。

註

（1）茨城県教育委員会　『茨城県遺跡地図』1990年3月

（2）水海道市埋蔵文化財総合調査会　『水海道市埋蔵文化財包蔵地分布地図』（水海道市埋蔵文化財調査報

告1）1992年3月

（3）菅井　勝　「水海道市豊岡町貝塚古墳の発掘概報」『上智史学4』1959年7月

（4）菅井　勝　「茨城県水海道市羽生町七塚第1号境の調査」『上智史学5』1960年7月

（5）長谷川塞¢中塚発夫　「茨城県水海道市羽生町七塚古墳群の調査」『上智史学6』1961年7月

（6）上智大学史学会　『茨城県水海道市七塚古墳群の調査』1963年9月

（7）吉田章一郎　「茨城県水海道市七塚古墳群」『日本考古学年報13』1965年3月

（8）吉田章一郎　「茨城県水海道市羽生七塚第6号墳」『日本考古学年報15』1967年3月

参考文献

e水海道市史編さん委員会　『図説水海道市史』1973年3月

e茨城県史編さん原始古代史部会　『茨城県史料考古資料編　古墳時代』1974年2月

e茨城県教育財団　『茨城県教育財団文化財調査報告第12集』「大生郷工業団地内埋蔵文化財調査報告書

人生郷遺跡」1981年9月

e水海道市史編さん委員会　『水海道市史　上巻』1983年3月

e草間常四郎　「水海道地方の古墳を語る」『歴史みつかいどう4』1984年3月

e横島広一　「水海道地方に於ける戦国時代の城e館2」『歴史みつかいどう4』1984年3月

・横島広一　『水海道郷土史物語』1984年11月

e茨城県教育財団　『茨城県教育財団文化財調査報告第29集』「水海道都市計画事業。内守谷土地区画整理

事業地内埋蔵文化財調査報告書1奥山B遺跡。奥山下根遺跡」1985年3月

e茨城県教育財団　『茨城県教育財団文化財調査報告第31集』「水海道都市計画事業e内守谷土地区画整理
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事業地内埋蔵文化財調査報告書2　奥山Å遺跡。奥山C遺跡e西原遺跡」1986年3月

e水海道市教育委員会　『大塚戸篠山古墳群第5号古墳発掘調査報告』（水海道市埋蔵文化財調査報告2）

1993年3月

表l　周辺遺跡一覧表

番　。

亨

嘩　 跡　 名

県

遺

跡

番

ロ亨

時　　　　　 代
番

に3号

遺　 跡　 名

県

遺

跡

番

にコ‾フぎ

時　　　　　 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

良

平

安

中

世

近

世

以

降

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

良

平

安

中

世

近

世

以

降

① 前　 原　 遺　 跡 当遺跡 ○ ○ ○ 28 前原志部古墳群 6045 ○

② 大 門 通 遺 跡 当遺跡 ○ ○ ○ 29 篭　 沼　 遺　 跡 ○ ○

③ 三 本 松 遺 跡 当遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 30 篭　 場　 遺　 跡 ○ ○

4 向　 山　 遺　 跡 ○ ○ ○ 31 篠　 山　 遺　 跡 ○

5 入　 山　 遺　 跡 ○ ○ ○ 32 北 呂　山 遺 跡 ○ ○

6 安 戸 東 遺 跡 ○ ○ 33 飯 田　山 遺 跡 ○

7 蒲　 蔵　 遺　 跡 3521 ○ ○ ○ 34 山 神 戸 遺 跡 ○ ○ ○

8 満 倉 北 遺 跡 ○ ○ ○ 35 野　 口　 遺　 跡 ○

9 蒲 倉 南 遺 跡 3522 ○ 36 新　 田　 遺　 跡 ○ ○

10 満 倉 東 遺 跡 ○ ○ ○ 37 西　 浦　 遺　 跡 ○ ○

1且 虎 松 山 遺 跡 ○ ○ 38 剣　 崎　 遺　 跡 ○

12 貝 塚 乙 遺 跡 ○ 39 剣 崎 古 墳 群 ○

13 貝 塚 甲 遺 跡 2364 ○ ○ ○ 40 竜　ヶ　崎 遺 跡 ○ ○

14 貝 塚 丁 遺 跡 ○ 41 萱　 場　 遺　 跡 ○ ○ ○

15 貝　 塚　 古　 墳 2524 ○ 42 本　 郷　 遺　 跡 ○

16 中 坪 古 墳 群 6049

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○ 43 宿　　 遺　　 跡 ○

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

中　 坪　 遺　 跡

寿 亀 山遺 跡

郷　 原　 古　 墳

観 音 堂 遺 跡

野　 村　 遺　 跡

七 塚 古 墳 群

稲 荷 山 遺 跡

下 宿 北 遺 跡

大　目　台 遺 跡

横曽根下宿古墳

下宿屋敷遺跡

6048

6047

2358

2359

6044

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

O r

j

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

弁　 天　 遺　 跡

鴫　　 遺　　 跡

岡　ノ　内 遺 跡

稲荷本郷遺跡

谷　 津　 遺　 跡

羽　 生　 城　 跡

横 曽根 城 跡

坂　 巻　 城　 跡

報 恩 寺 城 跡

坂　 手　 城　 跡

6046

○ 〇

〇

〇

〇

〇

○

○

○

〇

〇

〇

〇

〇
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第3図　前原・大門通・三本松遺跡周辺地形図　　『水海道市埋蔵文化財包蔵地分布地図』に加筆・転載
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第3章　前　原　遺　跡

第且節　遺跡の概要

前原遺跡は，水海道市の北西部に位置し，東側を鬼怒川の本流に，西側を北から入り込んだ鬼怒川水系の小

支谷によって挟まれた東西が狭い結城台地上に立地している。台地の標高は17～18mで，鬼怒川低地面との比

高は7～8m，西側谷津低地面との比高は3－5mである。調査区域は東西約92m，南北約64m，面積3，019扉

で，現況は山林である。当遺跡は，縄文時代から平安時代にかけての複合遺跡であり，遺跡内には七塚古墳群

も存在している。

平成5年2～3月に調査区の北側隣接地の発掘調査が水海道市教育委員会によって行われ，古墳時代前期の
（1）

竪穴住居跡4軒，古墳時代後期の古墳4基が確認された。

今回の調査では，古墳時代前期の竪穴住居跡1軒，時期不明の土坑15基及び溝1条を確認した。この住居跡

は，水海道市教育委員会の調査の際に確認された住居跡群と時期的にもほぼ同じで，同一集落を構成していた
（2）

ものと思われる。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に4箱出土した。古墳時代の遺物としては，住居跡から高杯，装飾高

杯，器台，相，壷，小形丸底壷，嚢，小形嚢及び台付嚢等の土師器や，炭化米，炭化種子が出土している。そ

の他に，縄文時代中期～晩期の土器片及び石鉄，古墳時代の須恵器片，埴輪片及び管状土錘等が，表土層，遺

構確認面及び覆土中から出土している。

註

（1）平成5年2－3月に水海道市教育委員会によって行われた前原遺跡の発掘調査は，現在報告書作成中で

ある。

（2）調査後の混乱を避けるため，水海道市教育委員会と協議した結果，水海道市教育委員会が行った調査を

「前原遺跡第1次調査」（SI－1－4主　当教育財団が行った調査を「前原遺跡第2次調査」（SI－

5）とすることとなり，遺構番号は第1次，第2次と継続して付けることとなった。

第2節　基本層序の検討

前原遺跡においては，調査区北部のB2a7区にテストピットを設定し，第5図に示すような土層の堆積状況

を確認した。

第1層は，

第2層は，

第3層は，

第4層は，

第5層は，

第6層は，

第7層は，

表土直下の褐色の漸移層で，厚さは25－30cmである。

やや暗い褐色のブラックバンドで，厚さは15－20cmである。

第2層の影響を受けた褐色のハードローム層で，厚さは10－25cmである。

やや明るい褐色のハードローム層で，厚さは25～40cmである。

硬く締まった褐色のハードローム層で，厚さは40－60cmである。

ハードローム層間の褐色の漸移層で，厚さは15～25cmである。

第5層よりやや暗いハードローム層で，厚さは20－30cmである。
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第8層は，緻密に詰まった褐色のローム層で，厚さは

10～20cmである。

第9層は，鉄分を多く含むにぷい褐色のローム層で，

締まりも粘性もあり，厚さは10－30cmである。

第10層は，第9層よりやや明るく白みを帯びたローム

層で，締まりも粘性もある。

前原遺跡の遺構は，表土下30～50cmの第1層上面で確

認した。

第3節　遺構と遺物

第5閑　前原遺跡基本土層閉

温　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査では，調査区の北部中央付近から竪穴住居跡1軒を確認した。焼失家屋で，時期は古墳時代前期

のものと考えられる。形状は隅丸方形で，東西両壁側にベッド状の高まりを有している。以下，確認した遺構

と遺物について記載する。

（1）竪穴住属・跡

第5号住居跡（第6◎7図）

位置　調査区の北部，A2j3区。

規模と平面形　長軸6。40m，短軸6．16mの隅丸方形。北コーナーは撹乱を受けている。

主軸方向　N－290－W

壁　壁高は32～50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。P5の掘り込み角度より，当初の壁高は90～100cmと推定され

る。

壁満　貯蔵穴，P5の部分を除き，壁下を周回している。上幅約10cm，下幅約5cm，深さ約5cmで，断面形は

「U」字形をしている。

床　東西両壁側にベッド状の高まりを持つ。中央部は平坦で，硬く踏み固められている。貯蔵穴，P6を囲むよ

うに，それぞれ「U」字状の高まりがある。ベッド状遺構は荒掘りした住居の底面に土を盛って構築されて

おり，床はその後さらに土を貼って構築されている。

ベッド状遺構・貼床土居解説
1褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量
2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，やや軟らかい

炉　中央付近からやや北寄りに付設され，平面形は長径90cm，短径72cmの不整楕円形で，床面を10cm掘り窪め

た地床炉である。炉床面は火熱を受け，赤変硬化している。炉覆土中から炭化米，炭化種子が検出されてい

る。
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くl

第7図　第5号住居跡実測図（2）

炉土居解説
1褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，炭化物・炭

化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
2　暗褐色　炭化物・炭化粒子・焼土′トブロック・焼土粒子多量，

ローム′トブロック・ローム粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化物・炭化粒子少量
4　赤褐色　炉床面下の火熱を受けた層

5　明黄褐色　ローム主体

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl－P4は長径40～50cm，短径35－40cmの楕円形または不整楕円形，深さ55－

70。mで，規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は長径42cm，短径32cmの不整楕円形，深さ36cmで，斜め

に掘られており，位置から出入ロピットと考えられる。P6は長径46cm，短径40cmの不整楕円形，深さ10cm

で，周りに「U」字状の高まりがあるが，性格は不明である。

Pl土居解説

1褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　褐　色　ローム粒子多量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

P5土居解説

l　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　褐　色　地山の落下ロームブロック主体

5　褐　色　ローム大・中・′トブロック・ローム粒子中量

6　褐　色　ロームブロック主体

7　褐　色　ソフトローム主体

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

6　暗褐色　ローム粒子少量

貯蔵穴　南東壁側中央右寄りの「U」字状の高まりの内側に付設され，平面形は長軸50cm，短軸44cmの隅丸方

形である。深さは48。mで，断面形は逆台形をしている。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。
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貯蔵穴土層解説
1褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，炭化物・炭化

粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子・焼

土粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

4　褐　色　ローム粒子少量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
6　暗褐色　ローム粒子微量
7　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量
8　暗褐色　ローム粒子少量

覆土　5層からなる。上層は自然堆積であるが，下層は人為堆積である。
土層解説
1窯褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム中・′トブロック・ローム粒子多量，炭化物・炭化

粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
3　暗褐色　炭化材・炭化物・炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子

ノ

多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　暗褐色　ロームノトブロック・ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多鼠炭化物・炭化粒子

・焼土小ブロック・焼土粒子少量

第8図　第5号住居跡出土遺物実測・拓影図
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遺物　図示した土師器及びそれ以外の土師器片が覆土中層から床面にかけて多量に出土している。第8図1の

高塚は酋コーナー寄りの覆土下層から逆位の状態で，2の装飾高杯は南コーナー寄りの床面直上から正位の

状態でタ　3の器台はP4付近及び北東壁寄りの床面直上から横位の状態で，6の小形丸底壷は酋コーナー寄

りの覆土中層から逆位の状態でそれぞれ出土している。また，8の小形嚢は南東壁寄りの覆土下層及び貯蔵

穴の覆土から散乱した状態で，9の小形婆は東コーナー寄りの覆土下層から横位の状態で，臓の、形聾は南

東壁寄りの床面直上から正位の状態で，Ⅲの小形婆は南東壁寄りの覆土下層，中央部の床面直上及び貯蔵穴

の覆土から散乱した状態で，摘及び温5の台付嚢は炉付近の床面直上から逆位の状態で，蟻の台付賓は南東壁

寄り覆土下層から横位の状態でそれぞれ出土している。その他に，穫土中から流れ込みと思われる縄文土静

片，須恵器片，石鉄及び鉄淳が少量出土している。

所鳳　本跡は，炭化材及び焼土ブロックの検出状況から焼失家屋であると思われ，炭化材は丸材ばかりでなく撃

板材も遺存していた。またタ　覆土の確認状況から，焼失直後に人為的に埋め戻されたものと思われる。時期

は，出土遺物から古墳時代前期の3世紀末葉と考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（∞） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 8 図 高　　　 杯 A 13．0 脚部欠損。杯部は内攣 しながら立ち 目線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・長石 ・雲母 P 1　　　　　　 30％

1 土　 師　 器 B （4．0 ） 上が り，日録部は外傾 して開く。 面へラナデ。内 ・外面赤彩。 赤色

普通

酋コーナー寄り領土下層

2

装 飾 高 杯 B （6．3） 口縁部上半，脚部欠損。杯部 と脚部 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面縦 砂粒 ・長石 ・雲母 P 2　　　　　　　 4 0％

土　 師　 器 の間に疑似目線を持つ。杯部は内攣 位のヘ ラ磨 き，内面へラナデ。疑似 にぷい橙色 南コーナー床面直上

しながら立ち上が 軋　 目線部は外反

ぎみに開 く。

目線部外面へラナデ。 内 ・外面赤彩。普通 外面煤付着

3

器　　　 台 Å　 8 ．6 脚部は 「ハ」の字状 に開 く。器受部 器受部内 ・外面横ナデ。脚部内 ・外 砂粒 ・長石 ・石英 P 3　　　　　　　 9 5％

土　 師　 器 B　 8 ．5

D　 9．8

E　 6．3

は直線的に立ち上がる。器受部の中

心に孔 を有 し，脚部中位 にも透か し

孔が 3 孔開く。

面へラナデ。 にぷい黄橙色

普通

P4付近・北東壁寄り床面直上

4

柑 A 〔12．4〕 目線部の破片。目線部は内攣 ぎみに 日録部外面横ナデ，内面横位のヘラ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 4　　　　　　　 20％

土　 師　 器 B （5．1） 立ち上がる。 磨き。内 ・外面赤彩。 赤褐色

普通

貯蔵穴覆土

5

恵雪ぎ A 〔24．0〕 日経部の破片。日綾部 は折 り返 し冒 目線部外面上半横位のパケ目，下半 砂粒 ・雲母 P 6　　　　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （4．5） 縁で，外傾 して開く。 斜位のパケ目，内面横位のパケ目。

外面下半 ・内面赤彩。

にぷい橙色

普通

北東壁寄 り覆土中層

6

小形丸底壷 B （4 ．5） 日録部欠損。丸底。体部は横長の球 体部外面上半横位 のヘ ラ磨き，下半 砂粒 ・長石 P 5　　　　　　　 4 0％

土　 師　 器 形を望 し，中位に最大径を有する。 横位のヘラ削 り，内面横ナデ。内面

に輪積み痕有 り。

にぷい黄橙色

普通

西コーナー寄り覆土中層

7

嚢 A 〔16 ．4〕 日録部の破片。口緑部は外傾 して開 口緑部外面上半横ナデ，下半斜位の 砂粒 ・長石 ・雲母 P 7　　　　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （2 ．6） く。 パケ目，内面横ナデ。 橙色

普通

貯蔵穴覆土

8

小　 形　 餐 Å　 7．6 平底。体部は球形を里 し，中位に最 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面上 砂粒 ・長石 ・雲母 P 8　　　　　　　 80％

土　 師　 器 B lO．7 大径を有する。口緑部は外傾 して開 半斜位 のパケ軋　 下半へラナデ，内 にぷい橙色 南東壁寄り覆土下層・貯蔵穴覆土

C　 3．2 く。 南棟ナデ。 普通

9

小　 形　 嚢 Å　 6．8 平底。体部は球形を里 し，中位に最 口綾部外面横ナデ，内面斜位のパケ 砂粒・長石・石英・雲母 P 9　　　　　　 100％

土　 師　 器 B　 7．3 大径 を有する。日録部は折 り返 し口 目。体部外面斜位のパケ日，内面横 橙色 東コーナー寄り覆土下層

C　 4．6 縁で，外傾 して開く。 ナデ。内面 に輪積み痕有り。 普通

10

小　 形　 磐 A　 5．2 平底。体部は球形 を豊 し，中位に最 日経部内 ・外面横 ナデ。体部外面斜 砂粒 ・長石 ・雲母 P lO　　　　　　　 95％

土　 師　 器 B　 8 ．3 大径 を有する。目線部は折 り返し口 位のパケ目，内面横ナデ。内面に輪 橙色 南東壁寄 り床面直上

C　 4 ．2 緑で，外傾して開 く。 積み痕有り。 普通
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掬版番号 器　　 種 言刷 値（珊） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 8 囲 小　 形　 碧 A　 7．4 底部欠損。体部は内攣 しながら立ち ＝縁部外面横ナデ，内面横位のパケ 砂粒 ・長石 ・石英 P i1　　　　　　 30％

＝ 土　 帥　 器 B （4．5） 上がる。 目線部は折 り返し目線で， 目。体部外面斜位 のパケ軋　 内面横 にぷい橙色 南東壁寄り覆土下層 ・中央

外傾 して開 く。 ナデ。内面に輪積 み痕有 り。 普通 部床面直上一貯蔵穴覆土

12

小　 形　 磐

土　 師　 器

B （L O）

C　 3．0

底部の破片。平底。 砂粒 ・長石 ・雲母

黄橙色

普通

P 12　　　　　　 10％

北寄り穫土

13

小　 形　 要

土　 師　 器

B （0．の

C 〔4．2〕

底部の破片。平底。 砂粒 ・長石 ・雲母

橙色

普通

P 13　　　　　　　 m ％

P 6付近床面直上

14

台　 付　 磐 A 16．4 台部欠損。体部は蕪形を呈 し，上位 目線部内 ・外面横 ナデ。休部外面斜 砂粒 ・長石 ・雲母 P 14　　　　　　　 70％

土　 師　 器 B O ．3） に最大径 を有する。目線部は祈 り返 位のパケ目，内面へラナデ。 目線部 橙色 炉付近床面直上

し日録で，外反ぎみに開 く。 外面に明瞭な輪積み痕有 り。 普通

i5

台　 付　 婆 A 15 ．8 台部欠損。体部は蕪形 を皇 し，上位 口綾部外海横ナデ，内面斜位のパケ 砂粒・長石・石英・雲母 P 15　　　　　　　 50％

士　 帥　 器 B （12．3） に最大径を有する。日録部は祈 、適 目。体部外面斜位のパケ白，内面へ 橙色 炉付近床面直上

L U 縁で，外反 ぎみに聞 く。 ラナデ。内面に輪積み痕有 り。日経

部外面に明瞭な輪積み痕有 り。

普通

16

台　 付　 磐 B （6．0） 台部の破片。台部は 「ハ」の字状に 台部内 ・外面へラナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 16　　　　　　　 30％

土　 師　 器 0　 9．8

E　 5．0

開 く。 橙色

普通

南東壁寄り覆土下層

図版番号 種 別 最大長詩 大幅五m）妾、り　　　　　 値 恒 存率

「 ㈲ 石　　 質 出　土 地　点　　　　 備　　　　 考最大摩五m再 選軸）

第 図可 石　 鍍巨 ・中　 山 ） 0・4　 日 的 90 チ　ャ　ー　ト 西≡ナ 寄り覆湖 中 鋸

第8図相は縄文時代中期複葉の土器片で　縄文と隆帯が施されている。

麦2　前原遺跡住屠跡一覧表

住居跡
位置

番　 号
主軸方向 平面形

規模（m ）　 壁高

（長軸×短軸） （cm ）
床面

内　　 部　　 施　　 設 ！覆土

主　な　遺　物 備　　　 考
壁　 溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット 出入可 炉・竃

‖ Å2j3 N …29⊥W 隅丸方形 6・40×6・1車 2～50 ベッド状 ほぼ全局 4 1 i
‖ 酎

人為 土師器（高年・装飾高年・務台・堵・意・′ト形丸底壷・饗：小形褒・台付LIJ　　　　　　　　　hl、t

古墳時代前期（3世
紀末葉上焼失家屋

2　その他の遺構と遺物

今回の調査では，土射5基，溝l条を確認した。以下，確認した遺構と遺物について記載する。

榊　二転坑

調査区のほぼ全域から土塊且5基を確認した。出土遺物はほとんどなら　時期や性格について　不明な部分

が多い。ここでは土塊の形状，規模，覆土の状態及び出土遺物等に特徴があるものについて実測図を掲載し資

それ以外の土塊については遺構配置図及び土坑一覧表に記載した。

第1号土坑土層解説

1褐　色　ローム大・中・小ブロック多量，ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

3　褐　色　ローム中・小ブロック多鼠　ローム粒子中量

4　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

5　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

7　褐　色　ローム主体

第3号土坑土居解説

1褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

3　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量

4　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

5　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量

6　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

7　褐　色　ローム主体
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第4号土坑土居解説

l　暗褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子微巌

2　褐　色　ローム主体

第5号土坑土居解説

1　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

3　褐　色　ローム粒子少量

4　褐　色　ローム′j、ブロック・ローム粒子多巌

5　褐　色　ローム主体

第6号土坑土居解説

1　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

4　褐　色　ローム主体

第7号土坑土居解説

1褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少巌

2　褐　色　ローム大・中・′トブロック・ローム粒子多量

3　暗褐色　ローム大・中りj、ブロック・ローム粒子中量

4　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

5　暗褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量

6　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量

第11号土坑土居解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量

2　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

3　褐　色　ローム中・′トブロック多量

4　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量

5　褐　色　ローム主体

第14号土坑土居解説

1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子多量

3　黄褐色　ローム粒子多量

4　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

土坑出土遺物観察

第9図1は第11号土坑の覆土中から出土した古墳時代後期の須恵器婆の体部片で，外面に平行叩きが施され

ている。

表3　前原遺跡土坑一覧表

番号
▼位置
（長軸方向）

平 面 形 l
長径×短径（m ）深 さ（cm ）

i壁面 底面 覆土 主　 な　 遺　 物 備　　　　　　 考

1 Blil N － 2 L w 不整楕円形 2．06　× 1．33 63 外傾 平坦 人為 土師器片

2 Alj5 N －52L w 円　　　 形 1．02　× 1．00 59 外傾 凹凸 自然

3 B2b5 N －25L w 楕　 円　 形 1．68　× 1．40 75 外傾 平坦 人為 土師器描一

4 B2ho N －45L w 不整楕円形 1．50　× 1．12 17 緩斜 平坦 自然

5 B2d6 N －57L w 円　　　 形 1．60　× 1．55 68 外傾 凹凸 自然 土師質土器片

6 B3al N －65L w 楕　 円　 形 1．25　×　0．64 31 緩斜 皿状 自然

7 B2e6 N －29L E 円　　　 形 1．80　× 1．71 14 0 外傾 凹凸 人為
縄文土器片 ・土師器片 ・須恵器片 ・
土師質土器片 ・黒曜石剥片

8 B2d5 N －2 L w 円　　　 形 1．25　× 1．08 58 外傾 凹凸 人為

9 B2g7 N －15L E 不　 定　 形 （1．13）×（1．13） 53 外傾 平坦 自然

10 B2g 7 N －10L w 不　 定　 形 （1．35）×（1．08） 55 外傾 平坦 自然

11 Alg o N －90L E 不　 定　 形 3．00　×　2．75 112 外傾 凹凸 自然 土師器片 ・須恵器片 （要）

12 B2g o N －5 L E 楕　 円　 形 0．70　×　0．55 27 緩斜 皿状 自然

13 B3h o N －54L E 不整長方形 2．48　×　0．80 15 緩斜 皿状 自然

14 B2b 5 N －72L E 楕　 円　 形 2．53　× 1．69 41 緩斜 皿状 人為 縄文土器片 ・土師器片 ・埴輪片

15 B2h 9 N －3 L E 円　　　 形 1．53　× 1．45 75 外傾 平坦 自然
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（2）溝

当遺跡からは溝1条を確認した。出土遺物はなく，時

期や性格についても不明な部分が多い。以下，確認した

溝について記載する。

第1号溝（第10図）

位置　調査区の北部から中央部，A2i5～B2a4区。

規模と形状　確認できた部分は全長8。5mで，直線的に延

びており，北端部は調査区外に続いている。上幅は50－

65cm，下幅は25－40cm，深さは5cmで，断面形は皿状を

している。

方向　N－200－E

覆土　1層からなる。自然堆積である。

土居解説

1　黒褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡の時期及び性格については不明である。

二

M
0　　　　　　　　2m

l i　　‥一一i

第10図　第1号満実測岡

3　遺構外出上遺物

当遺跡からは，表土層及び遺構確認面から遺構に伴わない遺物が出土している。ここでは，縄文土器片，古

墳時代の須恵器片，埴輪片及び管状土錘など特徴的なものについて実測図及び拓影図を掲載し，解説等は一覧

表に記載した。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値 現存率

（％）
出　 土　地　 点 備　　　　 考

最大長（cm ） 最大幅（cm ） 最大厚（cm） 孔　 径（cm） 重　 量（g ）

第11図 1 管 状 土 錘 1．5 1．6 1．6 0 ．5 （3．3） 90 B2 a l区付近確認面 DPl

第11図2は縄文時代後期中葉の土器片で，縄文と洗練文が施されている。3は縄文時代晩期の安行3a式の

目線部片である。

4は古墳時代後期の須恵器嚢の体部片で，櫛措文と平行叩きが施されており，内面に同心円状の当て具痕を

残している。5，6は古墳時代後期の埴輪片で，縦位のパケ目が施されている。7は古墳時代後期の形象埴輪
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の台部片で，斜位のハケ目が施されている。

2

第11図　遺構外出土遺物実測・拓影図

第4節　ま　と　め

10cm

7　仁一｛」

今回の調査で確認した遺構は，竪穴住居跡1軒，土坑15基及び溝1条である。ここでは，主として古墳時代

の遺構と出土遺物についての概要を述べ，まとめとする。

縄文時代

中期後菓一晩期の縄文土器片や石鉄が少量出土している。しかし，今回の調査では縄文時代の遺構は確認さ

れなかった。

古墳時代

当遺跡の中心となる時期で，竪穴住居跡1軒を確認した。第5号住居跡は焼失家屋で，時期は前期の3世紀

末葉と考えられる。平成5年2－3月に水海道市教育委員会によって行われた「前原遺跡第1次調査」の際に

は，本跡とほぼ同時期と考えられる竪穴住居跡4軒が確認されている。また，昭和35年に上智大学によって行

われた七塚第1号境の発掘調査の際にも，1号境に先行する前期の竪穴住居跡1軒が確認されている。これら

の住居跡群は，ほぼ同時期に同一の台地上に存在していたものと思われ，当遺跡はある程度のまとまりをもっ

た古墳時代前期の集落跡と考えられる。

第5号住居跡は，隅丸方形で，東西両壁側にベッド状の高まりを有している。土器の組成を見てみると，土

師器の高杯，装飾高杯，器台，相，壷，小形丸底壷，嚢，小形賓及び台付要とバラエティーに富んでいる。台

付要は，口縁部外面に明瞭な輪積み痕を有しており，これには装飾的な意味合いがあったものと考えられる。

このような口縁部に輪積み痕を有する台付嚢は，茨城県内では同じ水海道市奥山A遺跡の第2号住居跡，つく

ば市境松遺跡の第22・23・34号住居跡，竜ヶ崎市長峰遺跡の第31号住居跡等にその類例が認められる。また，
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蔑称と装飾高杯はタ　上毛地域及び畿内等の他地域の影響をうかがわせる資料である。以上のような本跡の土器

群には，常陸地域とは異なった，いわゆる南関東系の弥生時代後期複葉から続く古い様相，特に下総あるいは

武蔵地域の影響を強く受けた様相を示しているものがいくつか認められる。よって，本跡の時期は古墳時代前

期でも比較的古い時期と思われ，3世紀末葉に比定した。

また，今回の調査区内で古墳は確認されなかったがタ　前原遺跡内には七塚古墳群が存在しており，前述の第

1次調査の際には，古墳時代後期の古墳4基が確認されている。七塚古墳群はタ　全長約30mの前方後円墳を盟

主的古墳として，且0数基の古墳によって構成されており，今回の調査で出土した須恵器片や埴輪片は，本来は

この七塚古墳群を構成している古墳に伴う遺物であったものと考えられる。

参考文献

e茨城県教育財団　『茨城県教育財団文化財調査報告第31集』「水海道都市計画事業。内守谷土地区画整理

事業地内埋蔵文化財調査報告書2　奥山Å遺跡0奥山B遺跡◎西原遺跡」　且986年3月

◎茨城県教育財団　『茨城県教育財団文化財調査報告第射集』「主要地方道取手筑波線道路改良工事地内埋

蔵文化財発掘調査報告書　境松遺跡」1987年3月

◎茨城県教育財団　『茨城県教育財団文化財調査報告第58集』「竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告

書19　長峰遺跡」1990年3月
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第12図　大門通遺跡遺構配置図



第4帝　大円通遺跡

第且節　遺跡の概要

大門通遺跡は，水海道市の北西部に位置し，東側を北から入り込んだ鬼怒川水系の小文谷に，西側を南から

入り込んだ鬼怒川水系の小支谷によって挟まれた東西が狭い結城台地上に立地している。台地の標高は16～18

mで，東側谷津低地面との比高は2－5m，西側谷津低地面との比高は4～6mである。調査区域は東西約舶

m，南北約36m，面積1，137扉で，現況は山札畑である。当遺跡は，縄文時代から平安時代にかけての複合遺

跡である。

今回の調査では，古墳時代中期の竪穴住居跡6軒，近世の溝1条と，時期不明の土坑10基を確認した。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に4箱出土した。古墳時代の遺物としては，住居跡から杯，椀及び嚢

等の土師器や，土玉及び管状土錘等の土製品　炭化米，炭化種子が出土している。近世の遺物としては，溝か

ら平底かわらけ等の土師質土器及び瀬戸等の陶器が出土している。その他に，縄文時代前期～後期の土器片及

び磨石，近世の泥面子，近代の磁器及び半銭銅貨等が，表土層，遺構確認面及び覆土中から出土している。

第2節　基本層序の検討

大門通遺跡においては，調査区北部のBlb6区にテス

トピットを設定し，第13図に示すような土層の堆積状況

を確認した。

第1層は，表土直下の褐色の漸移層で，厚さは25～30

cmである。

第2層は，褐色のソフトローム層で，厚さは15－20cm

である。

第3層は，やや明るい褐色のハードローム層で，厚さ

は15～30cmである。

第4層は，やや暗い褐色のブラックバンドで，厚さは 第相聞　大関通過跡基本土層図

20－30cmである。

第5層は，緻密に詰まった褐色のローム層である。

大門通遺跡の遺構は，表土下30～50cmの第1層上面で確認した。

第3節　遺構と遺物

且　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査では，調査区のほぼ全域から竪穴住居跡6軒を確認した。大半の住居跡は，一部が調査区外に延

びていたり，木根による撹乱を受けていたりして，遺存状態は良好とは言えない。時期は6軒とも古墳時代中

期のものと考えられる。以下，確認した遺構と遺物について記載する。
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（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第14図）

位置　調査区の南東部，B2e5区。

規模と平面形　長軸2・67m・短軸2・22mの方形。南コーナーは調査区外に延びており，北東壁の一部は木根に

よる撹乱を受けている。

主軸方向　N－430－W

壁　壁高は2～5cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であるが，踏み固められている面はあまり認められない。

炉　2か所0炉1は中央付近からやや東寄りに付設され，平面形は長径104cm，短径36cmの不整楕円形で，床

面を10cm掘り窪めた地床炉である0炉床面は火熱を受け・赤変硬化している0炉2は北東壁寄りに付設され，

平面形は長径40cm・短径30cmの不整楕円形で，床面を4cm掘り窪めた地床炉である。炉床面は火熱を受け，

赤変硬化している。

炉1土層解説

1暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子多量，ローム粒子少量
炉2土居解説

1暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子多量，ローム粒子少量

覆土1層からなる。覆土が極めて薄いため，自然堆積か，人為堆積か不明である。
土居解説

1暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子・焼土粒子少量

遺物　図示した土師器及びそれ以外の土師器片が覆土中から少量出土している0第14図1の椀は北コーナー寄

りの覆土中から出土している0その他に・覆土中から流れ込みと思われる縄文土器片が少量出土している。

所見　本跡は・炭化材の検出状況から焼失家屋であると思われ，炭化材は径4～6cmの外皮を有する九材であ

l　　　④

可　uI

－　0　　　　　　　2m

：J＿－＿＿＿”　　ト．＿＿＿二＿＿⊥＿＿＿＿＿＿　」

航
第14図　第1号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿　　；　　　＿j

＿旦17．2m

10cm

「　　；　　！
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った。また　柱穴はlか所も確認されずタ　規模が一辺2。5m前後の小形住居のタイプと思われる。時期軋瀾

士遺物から古墳時代中期の5Il摘己末葉と考えられる。、

第且号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計漸縮扇 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第 14図 椀 A H 2．6〕 底部欠損。）体部は内攣 しながら立ち 汀線部外面横ナデ，内面横位のヘ ラ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 1　　　　　　　 20％

l 十　 帥　 器 B （6．7） 上が りタ　ロ縁部 は紅立ぎみに開く。 磨 き。体部内 0外面へラナデ。 橙色

普通

北コーナー寄 り覆土

第2号住居跡（第且5園）

位置　調査区の南部，B2eZ区。

規模と平面形　長軸6。93m撃　短軸（5諸）mの方形と思われる。南側半分は調査区外に延びている。

主軸方向　N－400－W

壁　壁itl封ま26－28。mで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁満　壁下を全属している。上幅的蟻cm　下幅約8cm　深さ約摘cmで　断面形は「U」字形をしている。

壁溝土層解説

l　褐　色　H－ム粒j’一多量，軟らかい

2　褐　色　ローム小ブロック，ローム粒子中量

床　平班で，壁際以外は全体的に硬く踏み固められている。

炉　2か所。炉1は北西壁寄りに付設されているがタ　北西部を炉　によって掘　込まれてお軋　炉2よ　は古

い。平面形は長径78cm　短径購cmの楕円形で　床面を6cm掘　窪めた地床炉である。炉床面の赤変硬佃まあ

まり認められない。炉2は炉鼠の北西部を掘り込んで付設されており，炉1よりは新しい。平面形は長径58

cm，短径45cmの楕円形で警　床面を6cm掘り窪めた地床炉である。炉床面は火熱を受け，赤変硬化している。

炉2覆土中から炭化米，炭化種子が検出されている。

炉1・炉2土層解説
1　にぷい赤褐色　焼土小ブロック。焼土粒子中量，炭化物の炭化粒子少量
2　にぷい赤褐色　焼土中・小ブロックe焼土粒子多鼠　炭化物・炭化粒子少量
3　にぷい赤褐色　焼土小ブロック0焼土粒子e炭化物0炭化粒子少量
4　暗　赤　褐　色　炉床面下の火熱を受けた層

だッ紅　2か所（Pl，P2）。㌘1，㌘2は長径30～40cm，短径28～38cmの円形で，深さ50～56cmである。規模

や配列から主柱穴と考えられる。

Pl土層解説
1　暗褐色　ローム粒ナ多量，軟らかい
2　褐　色　ローム粒子多量

覆土　5層からなる。自然堆積である。

土居解説
1暗褐色　表土層（耕作土層）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子　4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　色　ローム太・中・小ブロック・ローム粒子多量

3　暗褐色　ローム粒千多鼠　ローム中・小ブロック・炭化粒子・焼

適物　図示した土師器及びそれ以外の土師器片が覆土中層から床面にかけて中量出土している。第且6図1の杯

は北西壁寄り床面直上から正位の状態で，2の杯は炉1付近及びPl付近の床面直上から散乱した状態で，3

の杯は炉1付近の床面直上から正位の状態でそれぞれ出土している。また，4の寮は炉2付近及び北西壁寄

りの床面直上から散乱した状態で，5の婆は炉2付近の床面直上及び中央部の覆土中層から散乱した状態で，
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第15図　第2号住居跡実測図

旦172m

ヽ㌻
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6の賓は炉1及び炉2付近の床面直上から散乱した状態でそれぞれ出土している。8～13の土玉はPlの南東

付近の覆土下層から床面直上にかけて散乱した状態で，14の管状土錘は炉2上面からそれぞれ出土している。

その他に，覆土中から流れ込みと思われる縄文土器片及び磁器片が少量出土している。

所見　本跡は，北側半分しか調査できなかったが，規模は一辺7m前後の大形住居のタイプと思われる。また，

炉1の炉床面は赤変硬化があまり認められず，炉2によって掘り込まれていることから，炉1の使用期間は

短く，すぐに炉2に作り替えられたものと思われる。時期は，出土遺物から古墳時代中期の5世紀末葉と考

られる。

8　　　　　　　9 lI

や

q2

甲

第16図　第2号住居跡出土遺物実測・拓影図

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第16図 杯 A 13 ．8 丸底。休部は内野 しながら立ち上が 口緑部内 ・外面横ナデ。休部及び底 砂粒 ・雲母 P 2　　　　　　　 8 0％

1 土　 師　 器 B　 5 ．4 り，口縁部との境に弱い稜 を持つ。

口綾部は内傾する。

部内 ・外面へラナデ。内 ・外面赤彩。赤色

普通

北西壁寄 り床面直上
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図版番号 器　　 種 計測鰍cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第16図 杯 Å　摘．2 丸底。体部は内暫 しなが ら立ち上が ‖縁部内 ・外面横 ナデ。体部及び底 砂粒 ・雲母 P 3　　　　　　　 70％

2 土　 師　 答 B　 5．7 軋　 ‾縁部は紅 もン二ぎみに開く。 部内 ・外面へラナデ。内 ・外面赤彩。赤褐色

普通

炉1 ㍉野付近床 面直上

3

杯 A il．2 丸底。体部は内攣 しながら立ち上が 汀線部 内 ・外面横ナデ。休部及び底 砂粒 の雲母 P 4　　　　　　　 70％

土　 師　 器 B　 5．5 軋　 ‾‾．．1縁部 との境に弱い稜 を持つ。 部外面横位 のヘラ削 軋　 内面へラナ 橙色 炉頼ナ近床面紅 I二

＝縁部は内傾する。 デ。 普通

4

婆 A i5．2 底部欠損。体部は球形を呈 し，中位 日録部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・長石 ・雲母 P 5　　　　　　　 50％

士　 帥　 器 B 0 5や2） に最大径 を有する。冒縁部は外反 ぎ

みに開 く。

面へラナデ。 橙色

普通

栂 付近・北西壁寄り床耐圧

5

婆 Å0 6．2〕 底部欠損。体部は縦長の球形を呈 し，目線部内 ・外面横ナデ．休部内 ・外 砂粒 ・長石 P 6　　　　　　　 30％

土　 師　 器 B 0 6 ．2） 上位に最大径を有する。日綾部は外 面へラナデ。 にぷい橙色 炉2付近床面直上中央部覆土欄

反 ぎみに開く。 普通

6

婆 B （有0） 底部の破片。底部は平底で，中央が 休部下端及 び底部外面横位のヘラ削 砂粒 ・雲母 P 7　　　　　　　 20％

土　 帥　 器 C　 5．4 やや凹む。 り，内面へ ラナデ。 にぷい橙色

普通

炉1 ・炉2付近床面直上

7

婆 B （2．2） 底部の破片。平底。 体部下端及び底部外面縦位のヘラ削 砂粒 ・長石 ・雲母 P 8　　　　　　　 5 ％

土　 師　 器 C 〔8 ．4〕 り，内面へラナデ。 にぷい黄橙色

普通

西寄 り覆土

図 版番 号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値 現 存率

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
最大 長五m ） 最 大幅 （cm ） 最 大厚 （cm ） 孔　 径 （cm ） 垂　 叢 （g ） （％ ）

第 16図 8 土　　　 玉 3 ．5 3 ．1 3 ．1 0 ．8 2 5 ．8 100 P l南東付 近 覆土下 層 OP l

9 ‡主　　　 上 2．5 3 4 3 」 0 ．6 i9 ．2 100 P l南 東付 近 覆土下 層 PP2

iO i 土　　 去 2 ．6 ！　 2 を9 2 さ9 0 ．6 ！ 19 ・6 100 P i南 東付 近床 面直 上 l BP3

＝ 土　　　 王 2 ．4 3 」 3 」 0 ．8 （ 15 ．7 ） 9 0 P l南 東付 近床面 直上 P P4

12 土　　　 王 2 ．5 2 ．3 2 ．3 0 86 10 ．3 10 （） P l南東 付近 床面 直上 DP 5

13 土　　　 王 2 ．5 2 ．3 2 ．3 0 ．6 8 ．9 100 P l南東 付近 床面 直上 DP6

14 管 状 土 錘 9 ．0 5 ．0 5 ．0 0 ．8 （23 7 諸） 90 炉 2上面 DP7

第16図温5は縄文時代前期前葉の繊維土器片で，斜縄文が施されている。16は縄文時代中期後葉の土器片で，

斜縄文が施されている。17は縄文時代後期中葉の土器片で，法線文が施されている。

第　号住居跡　第膵図）

位置　調査区の北部，Ali9区。

重複関係　本跡は第1号溝に南西部を掘り込まれており，第1号溝よりは古い。

規模と平面形　長恥の20m，短軸（305）mの方形と思われる。北側半分は調査区外に延びており，北西部は撹

乱を受けている。

主軸方向　N－120－W

壁　壁高は15－26cnlで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁満　南壁中央部を除き，壁下を周回している。上幅的路cm　下幅約8cm，深さ約6cmで，断面形は「U」字

形をしている。

床　平坦で，壁際以外は全体的に硬く踏み固められている。PlとP2の間の床面は，木根による撹乱を受けて

いる。

炉　2か所。炉lは東壁寄りに付設され，平面形は長径55cm，短径45cmの不整楕円形で，床面を4。m掘り窪め

た地床炉である。炉床面は火熱を受け，赤変硬化している。炉2は酋壁寄りに付設され，平面形は長径航m，

短径38cmの不整円形で，床面を4cm掘り窪めた地床炉である。炉床面は火熱を受け，赤変硬化している。
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ピット　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は長径28－35cm，短径25－35cmの円形，深さ40～50cmで，規模や配列

から主柱穴と考えられる。

葎土　3層からなる。上層は自然堆積であるが，下層は人為堆積である。

土居解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子中量，ローム大・小ブロック・炭化物・炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量

3　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量

遺物　図示した土師器及びそれ以外の土師器片が覆土中層から床面にかけて多量に出土している。第18図1の

嚢は南東コーナー寄りの床面直上から正位の状態で出土している。その他に，覆土中から流れ込みと思われ

る縄文土器片，陶器片及び泥面子が少量出土している。

所見　本跡は，炭化材及び焼土ブロックの検出状況から焼失家屋であると思われ，東壁寄りの炭化材及び落下

焼土を中心に遺存していた。また，覆土の確認状況から，焼失直後に東側あるいは北側から人為的に埋め戻

されたものと思われる。時期は，出土遺物から古墳時代中期の5世紀後葉と考られる。

第17図　第3号住居跡実測図

第3号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

トl一一・一一一一1－－－－一一1

図版番号 器　　 種 計測値（①） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第18図 整 B（29．2）口縁部欠損。底部は平底で，中央が 体部内・外面へラナデ。体部下端及砂粒・長石・雲母 P9　　　　　　　 70％

1 土　師　器 C　6．6 やや凹む。体部は縦長の球形を里し，び底部外面縦位のヘラ削り。内面ににぷい赤褐色 南東コーナー寄り床面直上

中位に最大径を有する。 絵積み痕有り。 普通 外面煤付着
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図版番号 器　　 種 計測値（①） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第18図 寮 A 〔15．4〕 口縁部の破片。口綾部 は外反ぎみに ロ縁部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P lO　　　　　　 lO％

2 土　 師　 器 B （5．3） 開く。 橙色

普通

西寄り覆土

外面煤付着

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値 現存率

（％）
出　 土　 地　点 備　　　　 考

最大長（qm ） 最大幅（cm） 最大厚（cm ） 孔　 径（qm ） 重　 量（g ）

第18図 3 泥　 面　 子 （2．6） （2．4） 1．1 － （4．4 ） 80 東寄 り覆土 DP8

第18図4は縄文時代中期後葉の土器片で，斜縄文が施されている。

第18図　第3号住居跡出土遺物実測・拓影図

∴
4

10cm

仁も。S＝h

L＿　　；　　　！

第4号住居跡（第19図）

位置　調査区の西部，Bla8区。

規模と平面形　長軸3．38m，短軸（2．9）mの方形と思われる。北部は撹乱を受けている。

主軸方向　N－170－W

壁　壁高は10－26cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　木根による撹乱を受けているが，遺存している部分は平坦で，壁際以外は全体的に硬く踏み固められてい

る。Plの周囲には深さ1－2cmの円形の凹みが認められる。

ピット　Plは長径22cm，短径20cmの円形，深さ18cmで，斜めに掘られており，位置から出入ロピットと考えら

れる。

Pl土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，軟らかい

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

ー31－



覆土　3層からなる。自然堆積である。

土居解説

1　暗褐色　ローム粒f一多鼠　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子多義L　ローム小ブロック中憲二
3　褐　色　ローム太8中8小ブロック。ローム粒子多義

適物　図示した土師器及びそれ以外の土師器片が覆土中層から床面にかけて少靂出土している。第20凶且の椀

は南東コーナー寄りの床面直上から正位の状態で出土している。2～8の土玉はPlの西側付近の覆土中層か

ら下層にかけてまとまった状態で出土している。その他に普　覆土中から流れ込みと思われる縄文土器片芦　半

銭銅貨が少還出土している。

所見　本跡はタ　木根等による撹乱を受け学　遺存状態が良好ではなかったが定規模は一辺3。5m前後の小形住居調

タイプと思われる。時期は，出土遺物から古墳時代中期の5世紀後葉と考られる。、

尋　笥

3

第相聞　第　号健尿路実測図

第4号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土e色講巨焼成 備　　　　　 考

第20図 椀 A 13．2 丸底。体部は内攣しながら立ち上が 目線部内の外面横ナデ。体部及び底 砂粒戒石・石英・雲母 P‖　　　　　　　 95％

1 士　帥　器 R　7．9 り，目線部は内傾する。 部内・外面へラナデ。内e外面赤彩。赤橙色

普通

南東コーナー寄り床面直上

図版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値 現存率

（％）

出　土　地　点 備　　　　　 考
最大長（cm） 最大幅（cm） 最大厚（cm） 孔　 径（cm） 重　 量（g ）

第20図2 土　　　 玉 2．2 2．3 2．3 0．8 川．0 100 Pl西側付近覆土下層 DP9

3 土　　　 工 2．4 2．4 2．4 0．4 13．2 100 Pl西側付近覆土下層 DPlO

4 土　　　 玉 2．2 2．4 2．4 0．7 10．3 100 Pl西側付近覆土下層 DPll

5 土　　　 工 2．3 2．4 2．4 0．6 10．2 100 Pl西側付近覆土下層 DP12

6 土　　　 玉 2．3 2．5 2．5 0．5 12．0 100 Pl西側付近覆土下層 DP13

7 土　　　 玉 2．6 2．3 2．3 0．7 11．1 川0 Pl西側付近覆土中層 DP14

8 土　　　 王 2．3 2．6 2．6 0．5 11．9 100 Pl西側付近覆土中層 DP15
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図版番号 銭　　　　 種
発　　 行　　 年 現存率

（％）
出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　 考

時　　 代 年　　 号　 （西暦）

第20図9 半銭銅貨 明　　 治 明治14年　 （188 1） 10 0 南西コーナー寄 り覆土上層 Ml

第20図　第4号住居跡出土遺物実測・拓影図

第5号住居跡（第21図）

位置　調査区の西部，Blb7区。

規模と平面形　長軸2．70m，短軸2．46mの方形。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は3－7cmで，ほほ垂直に立ち上がる。

床　木根による撹乱を受けているが，遺存している

部分は平坦で，壁際以外は全体的に硬く踏み固め

られている。

覆土1層からなる。覆土が極めて薄いため，自然

堆積か，人為堆積か不明である。

土居解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡は，遺物が出土していないが，主軸方向

や周りの住居跡の配置から，一辺2．5m前後の小形

住居のタイプと思われ，時期は古墳時代中期の5

世紀後葉と考られる。

10cm

。S1－7　11－

旦16．8m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　＿；　　　［

第21図　第5号住居跡実測図

第6号住居跡（第22図）

位置　調査区の北西部，Ali6区。

規模と平面形　確認できたのは南東壁の一部4．3mだけで，大半は調査区外に延びており，北東端は木根による

撹乱を受けている。

主軸方向　〔N－380－W〕

壁　壁高は6－26cmで，外傾して立ち上がる。

床　凹凸が認められるが，壁際以外は全体的に硬く踏み固められている。

覆土　2層からなる。自然堆積である。
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土層解説

1　暗褐色　＝－ム小ブt＿「ソク・しト→ム粒j’・少量

2　暗褐色　H－ム大・中・小ブしトノク・U－ム粒j′・中量

遺物　図示したま王及びそれ以外の土師器片が覆土中層から床面にかけて少量出土している。第22回且の土玉

は西寄りの床面直上からJ臣上している。その他に，覆土中から流れ込みと思われる縄文土器片が少量出土し

ている。

所見　本跡は，南東壁の一部分しか調査できなかったが，推定量軸方向や周りの住居跡の配置から，大形住居

のタイプと思われ，時期は‾l阜酎寺代中期の5世紀末葉と考られる。

第22聞　第6号住居跡◎出立遺物実測図

第6号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

：＿＿．＿＿＿＿＿＿＿．；＿“．＿　＿＿＿．＿、．；

0　　　　　　　　　5cm

ll‾一一一一一－－一－十一－－－

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 ！現存率

日 射 出　士　地　点 備　　　　 考
最大長（cm）最大幅五m）最大摩五m）孔　経五m）重　量（g）

第22図1 上　　　 土 2．1 2．0 2．0 0．5 6．1 100 西寄り床面直上 DP16

＿′ご、′／　ノ、二門、了1滴、′っ，鉦　∴ノこ

住 居 跡

番　 号

位 置 主 軸 方 向 平 面 形

規 模 （m ）

脹 軸×短軸）

壁 高

（cm ）

床 面

内　　　 部　　　 施　　　 設
！覆 土

主　 な　 遺　 物 備　　　 考
壁　 溝 主柱 穴 貯 蔵 穴 ピ ッ ト 出人 目 炉 ・竜

i B2e 5 N r 絹 L w 方　　 形 2．67× 2．22 2 ～ 5 平　 坦 － － － － － 炉 2 不 明 土 師 器 （椀 ）
古墳 時代 中期 は世
紀 末葉 ），焼失 家屋

2 B2e 2 N －40L w （方　　 形 ） 6．93×ほ．7 ） 2 6～ 28 平　 坦 全　 周 2
－ － －

炉 2 自 然
娼 錮 藩 協 ㍍ 古 墳 時 代 中 期

（5世 紀 末 葉 ）

3 Å1 i9 N － 12L w （方　　 形 ） 6．20 ×（3．5 ） 15 ～26 平　 坦 ほぼ全局 2 － － －
炉 2 人 為 土 師 器 （嚢 ）

義昭 欝 慶讐

4 Bla 8 N － 17⊥ W （方　　 形 ） 3．38×ほ．狛 10 ～26 平　 坦 － － － i － －
自 然 土 師器 （椀 上 土 王 古 墳 時 代 中期

（5世 紀 後 糞 ）

5 Blb 7 N － 14 L w 方　　 形 2．70×　2．46 3 ～ 7 平　 坦 － － － － － － 不 明
古 墳 時 代 中期
（5世 紀 複 葉 ）

6 Al i6 拍⊥ 38 ㌦ 轡〕 不　　 明 不　　　 明 6 ～26 凹　 凸 － － … － － － 自然 土 玉
古 墳 時 代 中 期
は世 紀 末 葉 ）
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2　その他の遺構と遺物

今回の調査では，土坑10基，溝1条を確認した。以下，確認した遺構と遺物について記載する。

（1）土坑

調査区のほぼ全域から土射0基を確認した。出土遺物はほとんどなく，時期や性格についても不明な部分

が多いが，ここでは土坑の形状，規模，覆土の状態及び出土遺物等に特徴があるものについて実測図を掲載

し，それ以外の土坑については遺構配置図及び土坑一覧表に記載した。

第1号土坑土居解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム主体
第4号土坑土居解説
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム主体

（
（
　
ニ

旦

郵

旦16帥

‾　　＼　　ノ‾

第23図　±坑実測図

N

．

＼

ノ

ー

SKlO 2m

第5号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム主体
第6号土坑土層解説

1褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

－35－
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第8・9号土坑土居解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第10号土坑土居解説

1褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック・炭化粒子少壷　　　1暗褐色　ローム粒子中量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少鼠　　　2　褐　色　ローム主体

1層よりやや暗い

表5　大門適遺跡土坑一覧表

土坑

番号
位置
長径方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 主　 な　 遺　 物 備　　　　　　 考

長径×短径（m ）深さ（cm ）

l B2j l N －86L E 方　　　 形 1．18　× 1．00 15 緩斜 皿状 自然

2 Bld8 N － 7 L E 円　　　 形 0 ．76　×　0 ．66 72 外傾 凹凸 自然

3 Bld8 N －4 L E 円　　　 形 0．88　×　0 ．72 51 外傾 皿状 自然

4 Bld8 N －68L E 長　 方　 形 2．26　×　0 ．56 13 緩斜 平坦 人為 土師器片

5 BIc8 N －72L E 長　 方　 形 2．08　×　0 ．55 18 緩斜 平坦 人為

6 B2a3 N －36L E 方　　　 形 1．76　× 1．68 100 外傾 凹凸 人為

7 BIc9 N －10L E 円　　　 形 1．02　× 1．02 20 緩斜 皿状 自然

8 BIc8 N －14L w 長　 方　 形 3．25　×　0．70 7 緩斜 平坦 人為 SK－9 より古い

9 BIc8 N －13L w 長　 方　 形 3．74　× 1．15 12 緩斜 平坦 人為 縄文土器片 ・土師質土器片 SK－8 より新 しい

10 BIc8 N －26L w 楕　 円　 形 1．37　×　0．76 10 緩斜 皿状 自然

（2）溝

当遺跡からは近世の溝1条を確認した。

以下，確認した溝について記載する。

第1号溝（第24図）

位置　調査区の西部から北部，Ali9－Bla6区。

重複関係　本跡は第3号住居跡の南西部を掘

り込んでおり，第3号住居跡よりは新しい。

規模と形状　確認できた部分は全長15．3mで，

直線的に延びており，西端部は調査区外に

続いている。上幅は94－100cm，下幅は13～

25cm，深さは20－55cmで，断面形は「Ⅴ」

字形あるいは皿状をしている。

方向　N－600－E

摺土　3層からなる。自然堆積である。

土居解説
1褐　色　ローム粒子多量
2　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量
3　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量

遺物　図示した土師質土器，陶器，墨書土器

及びそれ以外の陶磁器片が覆土中から少量

出土している。第25図1の平底かわらけ及

び2の瀬戸e美濃系の灯明皿は東寄りの覆

土中から，墨書土器は西寄りの覆土中から

それぞれ出土している。その他に，覆土中

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

し　－　　l‥　　　－：

第別図　第　号溝実測図
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から流れ込みと思われる縄文土器片及び土師器片が少量出土している。

所見　本跡は，調査区の北側隣接地に存在する近世墓地と関連のある区画溝と思われる。時期は，出土遺物か

ら近世後半の18～19世紀と考えられる。

』　．、、＿＿♂
1十・’

′・こ、ソ

I

第25図　第1号溝出土遺物実測・拓影図

第1号溝出土遺物観察表

「二‾「＝主

音…
0　　　　　　　　　　　　10cm

ヒニー｝一一二∃

図版番号

第25図

1

器　　種

平底かわらけ

土師質土器

計測値（①）

A〔5潮

1　 器　形　の　特　徴

平底9休部及び日録部は外債しなが

手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

ロクロ成形。底面に回転糸切り痕有砂粒・長石・石英・雲母P12　　　　　　 30％
B　l．8

C〔2．8〕

ら立ち上がる。 り。 橙色

普通

西寄り覆土

在地系

2
灯　明　皿

陶　　　 器

A〔5．0〕

B　2．0

C〔3．6〕

平底。休部及び口綾部は内管しながロクロ成形。内面一口綾部外面に鉄砂粒 P13　　　　　　 25％

ら立ち上がる。 軸を施軸。底部内面に絵トナン痕有

り。

胎土：にぷい黄橙色
軸：明赤褐色

普通

西寄り覆土

瀬戸・美濃系

第25図3は瀬戸・美濃系陶器の底部片で，底部外面に「清水□」の墨書がある。

4は縄文時代後期中葉の土器片で，斜縄文が施されている。

3　遺構外出土遺物

当遺跡からは・表土層及び遺構確認面から遺構に伴わない遺物が出土している0ここでは，縄文土器片，縄

文時代の磨石など特徴的なものについて実測図及び拓影図を掲載し，解説等は一覧表に記載した。

（＝〕
第26図　遺構外出土遺物実測・拓影図

遺構外出土遺物観察表

A
P‾

ノ　ワ

！莞
ノ・こ

I一、′：

宣尋軋竃誹
’ナノ

t′　く′1

．I　‾

ノ　d　・＿．

．　1

こ．Ⅰ．

10cm

L一一一一十二∃

図版番号

第26図1

種　　 別

磨　　　 石

計　　　　 測　　　　 値 現存率

（％）
石　　質 出　土　地　点 備　　　　 考最大長（qm）最大幅（qm）最大厚（om）重　量（g）

8．9 7．7 4．2 393．5 100 硬　質　砂　岩 Blc9区付近確認面 Ql

第26図2は縄文時代中期中葉の土器片で・隆帯と角押文が施されている03－5は縄文時代中期後業の土器

片で・縄文や隆帯が施されている06は縄文時代後期中葉の土器片で，斜縄文が施されている。
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第4節　ま　と　め

今回の調査で確認した遺構は　竪穴住居跡　軋土坑摘基及び溝　条である。ここでは，主として古墳時代

の住居跡及び近世の溝と出土遺物についての概要を述べ，まとめとする。

縄文時代

前期前葉～後期中葉の縄文土器片や磨石が少量出土している。しかし撃今回の調査では縄文時代の遺構は確

認されなかった。

古墳時代

当遺跡の中心となる時期で，竪穴住居跡6軒を確認した。そのうち第且e3号住居跡の2軒は焼失家屋であ

る。また，住居跡の規模を見てみると9一辺が6m以上の大形住居のタイプと一辺が3。5m未満の小形住居のタ

イプに分けることができる。時期は中期の5世紀複葉～末葉と考えられ，住居跡の主軸方向から2時期が想定

される。

第温期と考えた住居跡は，主軸方向がN一温20～温70－Wの第3◎4e5号住居跡である。このうち第3号住

居跡が大形住居で，第4e5号住居跡が小形住居である。あまり良好とは言えないが，遺物の組成を見てみる

と，第3号住居跡では土師器の婆，第4号住居跡では内e外面が赤彩された土師器の椀に土製品として土王が

加わる。

第2期と考えた住居跡は，主軸方向がN－380～430－Wの第且のこ21鯵6号住居跡である。このうち第2e6

号住居跡が大形住居で，第1号住居跡が小形住居である。遺物の組成を見てみると，第鼠号住居跡では土師器

の楓　第2号住居跡では土師器の棒，嚢に土製品として土玉と管状土錘が加わる。杯は内診外面が赤彩された

ものとされないものとがあり，また夕　日嫁部と体部との境に弱い稜を持つものと持たないものとがある。管状

土錘は長さ9cm，直径5cm，重さ240g弱と極めて大きいものである。

以上のように主軸方向によって2時期を想定し，土器様相からその2時期の新旧関係を考え，第1期を5陛

紀後葉，第2期を5世紀末葉に比定した。

近　世

今回の調査では当該期に属する溝鼠条を確認した。遺物は平底かわらけ，灯明皿，墨書土器等が出土してい

る。灯明血は，温670年から且860年にかけて瀬戸。美濃系の窯で焼かれた製品と思われる。墨書土器は言頼戸。

美濃系陶器の底部夕滴に「活水口」と書かれている。この「清水」とは名字で，「［コ」内は「家」という字の

一部分が書かれているのではないかと思われる。

なお，当遺跡の西側を南北に適っている市道が，遺跡名の由来となった飯沼弘経寺の表参道「大門通り」で

ある。弘経寺蔵の江戸時代文化年間の絵図によると，今回の調査区域のほとんどは弘経寺所有の山林となって

いたようである。調査区の北側隣接地に存在する近世墓地は，近代の墓地整理を受けているが，第1号溝を南

辺の区画溝としていたものと考えられる。

参考文献

e吹野富美夫　「八幡前遺跡における古墳時代後期の土器様相」『研究ノート4号』　茨城県教育財団

1995年6月
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第27図　三本松遺跡遺構配置図
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第5車　三本松遺跡

第且節　遺跡の概要

三本松遺跡は，水海道市の北西部に位置し，東側を南から入り込んだ鬼怒川水系の小支谷に，西側を旧飯沼

によって挟まれた東西が狭い結城台地の東側の緩やかな傾斜面上に立地している。台地の標高は17－24mで，

東側谷津低地面との比高は3～5m，西側旧飯沼低地面との比高は11～13mである。調査区域は東西に約192m，

南北に約60m，面積6，836nfで，現況は山林，畑である。当遺跡は，旧石器時代から中世にわたる複合遺跡であ

る。

なお，県道鴻野山。水海道線及び市道が調査区を縦断して通っており，それらの道路によって調査区が3区

に分かれるため，西側から東側に向かって，それぞれI区，Ⅱ区，Ⅲ区と呼称することにした。

今回の調査では，古墳時代後期の竪穴住居跡1軒，中世の方形竪穴状遺構6軒，土墳墓43基，火葬墓1基，

土坑内貝塚2基，土坑1基，井戸3基，溝5条，道路状遺構1条及び不明遺構1基，時期不明の土坑4基及び
（1）

溝2条を確認した。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に12箱出土した。古墳時代の遺物としては，住居跡から杯，鉢及び婆

等の土師器が出土している。中世の遺物としては，方形竪穴状遺構，土壌墓，土坑，井戸及び溝から丸底かわ

らけ，平底かわらけ及び内耳鍋等の土師質土器，瀬戸及び常滑等の陶器，染付等の輸入陶磁器，砥石等の石器，

北宋銭，短刀，鉄釘及び鉄鍋等の金属製品が出土している。また，火葬墓からは火葬骨片，土坑内貝塚からは

巻貝及び二枚貝がそれぞれ出土している。その他に，縄文時代早期～後期の土器片，土器片錘，石鉄，磨製石

斧，磨石及び礫器，弥生土器片，平安時代の須恵器片，近世の陶器，磁器，泥面子，砥石，寛永通賓，火打金

及び鉄棒，近代の薬英等が，表土層，遺構確認面及び覆土中から出土している。

註

（1）竪穴住居跡と方形竪穴状遺構の記号はSIとし，遺

構番号は連続して付けている。また，土壌墓，火葬墓，

土坑内貝塚及び土坑の記号はS Kとし，遺構番号は連続

して付けている。

第2節　基本層序の検討

三本松遺跡においては，調査区西部のB3i9区にテスト

ピットを設定し，第28図に示すような土層の堆積状況を確

認した。

第1層は，表土直下の褐色の漸移層で，厚さは45～55cm

である。

第2層は，やや暗い褐色のブラックバンドで，厚さは10

－25cmである。

－41－

第28図　三本桧遠路基本土層図



第3層は，

第4層は，

第5層は，

第6層は，

第7層は，

第8層は，

第2層の影響を受けた褐色のハードローム層で，厚さは10～25cmである。

やや明るい褐色のハードローム層で，厚さは45－55cmである。

硬く締まった褐色のハードローム層で，厚さは40－50cmである。

緻密に詰まった褐色のローム層で，厚さは20～25cmである。

鉄分を多く含むにぷい褐色のローム層で，締まりも粘性もあり，厚さは10～15cmである。

第7層より鉄分を多く含む明褐色のローム層で，締まりも粘性もある。

三本松遺跡の遺構は，表土下30－70cmの第1層上面で確認した。

第3節　遺構と遺物

1　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査では，調査Ⅲ区の南部中央付近から竪穴住居跡1軒を確認した。竃を持ち，時期は古墳時代後期

のものと考えられる。以下，確認した遺構と遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第6号住居跡（第29図）

位置　調査Ⅲ区の南部，C4b8区。

規模と平面形　確認できたのは北コーナー付近の北西壁の一部5。8mと，北東壁の一部2。3mだけで，大半は調

査区外に延びているが，一辺6。5m前後の方形と思われる。

主軸方向　N－32。－W

壁　壁高は56－58cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を周回している。上幅約10cm，下幅約5cm，深さ約5cmで，断面形は「U」字形

をしている。

床　平坦で，壁際以外は全体的に硬く踏み固められている。

竃　北西壁中央部に付設されており，焚き口部から煙道日部までの長さ150cm，両袖幅102cm，壁から煙道日部

までは36cmで，壁外への掘り込みは煙道の掘り方を含めると48cmになる。袖部は白色粘土粒子及び砂粒を多

量に含むにぷい褐色粘土を用いて芯材としており，さらにその外側を芯材の粘土にロームを混ぜた土で覆う

ようにして構築している。火床面は床面を12cm掘り窪めており，皿状をしている。煙道部の平面形は三角形

で，2段に掘り込まれており，下半部は約15度の傾斜で，上半部はほぼ垂直に立ち上がる。袖の内側及び火

床面は火熱を受け，厚さ7cm前後にわたって赤変硬化しており，長期間使用したものと思われる。

蜜土層解説

1　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・砂粒・粘土
中・小ブロック・粘土粒子中量，焼土粒子少墓，
炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒・粘土中・小ブロック・粘土粒
子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・砂粒・粘土
中・小ブロック・粘土粒子多量，炭化粒子少量，
焼土粒子微量

4　にぷい赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多鼠　炭化粒子・
砂粒・粘土粒子少量，天井部内面あるいは袖部内
面の崩落焼土の堆積層

5　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒・粘土粒子多量，炭
化粒子少量

6　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒・粘土粒子多鼠　焼
土小ブロック0炭化粒子少量

7　にぷい赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子・
砂粒・粘土粒子少量，天井部内面あるいは袖部内

面の崩落焼土の堆積層
8　暗　赤　褐　色　炭化物e炭化粒子・焼土粒子中量，火床面上の燃

焼灰の堆積層
9　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒。粘土粒子多量，ロ

ーム小ブロック・焼土中ブロック・粘土小ブロッ
ク少量，炭化粒子微量

10　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒・粘土粒子多量，ローム小ブロ
ック・焼土粒子・粘土小ブロック少量

11暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・砂粒・粘土
中・小ブロック・粘土粒子中量，焼土粒子少量，
炭化粒子微量

12　黒　褐　色　ローム粒子少量
13　にぷい褐色　ローム粒子・砂粒・白色粘土粒子多量
14　にぷい褐色　砂粒さ白色粘土粒子多量，竃袖部の芯材の粘土層

内面は赤変硬化
15　暗　赤　褐　色　火床南下の火熱を受けた層
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貯蔵穴　北コーナー竃寄りに付設され，平面形は長軸125cm，短軸110cmの隅丸方形である。深さは52。mで，断

面形は逆台形をしている。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

貯蔵穴土居解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・焼土粒子少量

2　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

3　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量

4　褐　色　ロームノトブロック・ローム粒子少量

5　褐　色　ローム大・中り小ブロック・ローム粒子多量

第29図　第6号住居跡実測図

1m

ト　　　；　　二∃
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第3の聞　第6号住居跡出渡遺物実測図の
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葎土　4層からなる。自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中鼠　焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム中‥小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少鼠焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム中・′トブロック・ローム粒子多量

遺物　図示した土師器及びそれ以外の土師器片が覆土中層から床面にかけて多量に出土している。第30図1の

杯は竃東袖寄りの床面直上から逆位の状態で，2の杯は竃東袖寄りの床面直上から正位の状態で，5の杯は

貯蔵穴の覆土から正位の状態で，7の鉢は北東壁寄りの覆土中層及び貯蔵穴上面の覆土下層から散乱した状

態でそれぞれ出土している。また，8の嚢は貯蔵穴東側の床面直上，貯蔵穴の覆土及び竃の覆土から散乱し

た状態で，9の賓は貯蔵穴の覆土から横位の状態で，10の嚢は竃西袖寄りの覆土下層，貯蔵穴東側の床面直

上及び貯蔵穴の覆土から散乱した状態で，11の嚢は竃西袖寄りの覆土下層，貯蔵穴の覆土及び竃の覆土から

散乱した状態で，第31図12の賓は貯蔵穴南側の床面直上から散乱した状態で，13の藍は貯蔵穴東側の覆土中

層から正位の状態で，14の藍は貯蔵穴西側の覆土中層及び貯蔵穴の覆土から散乱した状態でそれぞれ出土し

ている。その他に，覆土中から流れ込みと思われる縄文土器片，石鉄及び鉄製品が少量出土している。

所見　本跡は，北コーナー，竃及び貯蔵穴付近しか調査できなかったが，比較的良好な遺物が遺存していた。

時期は，出土遺物から古墳時代後期の6世紀後葉と考えられる。

ノ⊥周一2 ＼東亜 こゴ莞

′′寸rh

竃袈＼

－’．圭∵・〉
・CJ＿、瘍’

第31図　第6号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）
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第6号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　　 種 計測値（①） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第30図 杯 A 12．2 丸底。体部は内攣 しながら立ち上が ＝縁部内 ・外面横 ナデ。休部及び底 砂粒 ・長石 ・雲母 P 4　　　　　　　 95％

1 土　 師　 器 B　 4．3 り，目線部 との境 に稜を持つ。目線 部内 ・外面へラナデ。 にぷい褐色 竃東袖寄 り床面直上

部は内傾する。 普通 内 ・外面煤付着

2

杯 A 〔14．4〕 丸底。体部は内暫 しなが ら立ち上が 日録部内 ・外面横ナデ。体部及び底 砂粒・長石・石英・雲母 P 5　　　　　　　 80％

土　 師　 器 B　 5．1 り，目線部との境 に稜 を持つ。目線 部内 ・外面へラナデ。 橙色 竃東袖寄 り床面直上

部は内噂する。 普通 外面煤付着

3

杯 Å〔14 ．0〕 底部欠損。体部 は内攣 しながら立ち 目線部 内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・雲母 P 6　　　　　　　 20％

土　 師　 器 B （3．8） 上が り，日綾部 との境に稜 を持つ。 面へラナデ。 橙色 竜酋袖寄 り覆土下層

目録部は内傾する。 普通 外面煤付着

4

ま不 Å〔12．2〕 底部欠損。体部は内攣 しながら立 ち ＝縁部内 ・外面横ナデ。休部外面横 砂粒 ・長石 ・雲母 P 7　　　　　　　 10 ％

土　 師　 器 B （2．6） 上がり，目線部 との境に稜を持つ。

打線部は直立 ぎみに開 く。

位のヘ ラ削 り，内面へラナデ。 にぷい橙色

普通

貯蔵穴南側覆土下層

5

杯 A 13．0 丸底。体部は内攣 しなが ら立ち上が 目線部内 ・外面横 ナデ。休部及び底 砂粒 ・長石 ・雲母 P 8　　　　　　　 95％

土　 師　 器 B　 3．7 り，日綾部との境 に弱い稜を持つ。 部外面横位のへラ削 り，内面へラナ にぷい橙色 貯蔵穴韓土

目線部は直立 ぎみに開 く。 デ。 普通

6

杯 A 〔15．4〕 底部欠損。体部は内攣 しなが ら立ち 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面横 砂粒 ・長石 P 9　　　　　　　 20％

土　 師　 器 B （3．3） 上が り，目線部との境 に弱い稜 を持

つ。口縁部は直立 ぎみに開く。

位のヘラ削 り，内面へ ラナデ。 にぷい黄橙色

普通

竃酋袖寄り覆土下層

7

鉢 A 〔15 。4〕 平底。体部は半球形を望す る。目線 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面上 砂粒 ・長石 ・雲母 P lO　　　　　　　 30％

土　 師　 器 B lO．3 部は直立ぎみに開 く。 半へラナデ，下半横位のヘラ削り， 橙色 北東壁寄 り覆土中層 ・

C 〔7．0〕 内面へ ラナデ。 普通 貯蔵穴上面覆土下層

8

嚢 A 14．3 平底。体部は球形を望 し，中位に最 目線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 長打 石英・雲母 P l 1　　　　　　 90 ％

土　 師　 器 B 16．9 太径 を有する。日録部は外反ぎみに 面へラナデ。 明赤褐色 貯蔵穴東側床面直上 ・

C　 7．6 開 き，日録端部に弱い段 を持つ。 普通 貯蔵穴覆土 ・竃覆土

つ

斐 A 15．6 平底。 休部は球形を呈 し，中位に最 目線部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・長石 ・雲母 P 12　　　　　　 100％

土　 師　 器 B　22．0 太径 を有する。冒綾部は外反 ぎみに 面へラナデ。体部下端及び底部外面 にぷい橙色 貯蔵穴覆土

C　 7．0 開 く。 綻位のヘラ削 り。 普通 外面煤付着

10

饗 A 17．4 平底。体部は球形 を望 し，中位に最 ＝縁部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・長石 ・雲母 P 13　　　　　　　 60％

土　 師　 器 B　23 ．5 大径を有する。日録部 は外反 ぎみに 面へラナデ。 にぷい橙色 竃西袖寄り覆土下層。貯蔵

C 〔6 ．6〕 開く。 普通 穴東側床面直上・貯蔵穴覆土

11

磐 Å　2 1．8 底部欠損。 日録部は外反ぎみに開き，口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・石英 ・雲母 P 14　　　　　　　 40％

土　 師　 器 B ＝4．6） 口緑端部にわずかなっ まみ上げを持

つ。

面へラナデ。 にぷい黄橙色

普通

竃西袖寄 り覆土下層「

貯蔵穴覆土 ・竜覆土

第31図 婆 B U L 3）

B （7諸）

目線端部が欠損 している目線部から 目線部及び頸部内 も外面横ナデ。

体部下端及び底部外面縦位のへラ削

砂粒・長石・石英・雲母 P 15　　　　　　 10％

12

13

14

15

16

土　 師　 器

婆

顔部の破片。

底部の破片。平底。

底部の破片。平底。

底部の破片。平底。

底部の破片。平底。

浅黄橙色

普通

砂粒・長石・石英・雲母

貯蔵穴南側床面直上

P 16　　　　　　　 4 0％

土　 師　 器

斐

C　 7．G

B （8．0）

り，内面へ ラナデ。内面 に輪積み痕

有 り。

体部下端及び底部外面縦位のヘラ削

にぷい褐色

普通

砂拉・長石・石英・雲母

貯蔵穴東側将士中層

P 17　　　　　　　 用％

土　 師　 器

婆

土　 帥　 器

棄

C 〔9．4〕

B （2 ．7）

C　 8 ．2

B （2．5）

り，内面へラナデ。内面に輪積み痕 明赤褐色 貯蔵穴酋側覆土中層 ・

有 り。 普通 貯蔵穴覆土

休部下端及び底部内 ・外面へ ラナデ。

体部下端及び底部外面綻位のヘラ削

砂粒 ・長石 ・石英

にぷい赤褐色

普通

砂粒 ・長石 ・石英

P 18　　　　　　　 5 ％

竃揮土

P 19　　　　　　　 5 ％

土　 師　 器 C 〔9．4〕 り，内面へラナデ。 にぷい橙色

普通

竃酋袖寄 り覆土下層

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値 l 現存寧

日 ％）
石　　 質 出　 土　地　 点 備　　　　 考

最大長（cm ） 最大幅（cm ） 最大摩（cm） 重　 量（g ）

第3 1図 17 石　　　 鍍 2．8 1．5 0 ．6 1．1 100 チ　 ャ　ー　 ト 竃酋袖寄 り覆土 Q5

第31図18，19は縄文時代中期中葉の土器片で，降帯や角押文が施されている。
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2　中世の遺構と遺物

今回の調査では，中世と思われる遺構として・I区から方形竪穴状遺構1軒，土坑1基及び井戸1基，Ⅱ区

から溝5条及び道路状遺構1条，Ⅲ区から方形竪穴状遺構5軒，土墳墓43基，火葬墓1基，土坑内貝塚2基，

井戸2基及び不明遺構1基を確認した。以下，確認した遺構と遺物について記載する。

（1）方形竪穴状遺構

第1号方形竪穴状遺構（第32図）

位置　調査I区の北部，B2e2区。

規模と平面形　長軸2．63m，短軸2．45mの隅九方形。

主軸方向　N－150－E

壁　壁高は20－30cmで，ほぼ垂直に立ち上がるが，北壁中央部は階段状になっている。

床　北壁中央部に階段状の高まりを持つが，位置から出入口施設と考えられる。中央部は平坦で，壁際以外は

全体的に黒色の汚れが目立ち，硬く踏み固められている0中央付近からやや南寄りに長辺65cm，短辺45cm，

厚さ8cmの長方形の粘土塊が貼り付いている0また，中央付近からやや西寄りに長径70cm，短径50cmの範囲

で炭化物が集中している。

〕I　⑥

叫
旦22．8m－

2　1　　　　　　2

第32図　第1号方形竪穴状遺構実測・出土遺物拓影図
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ピット　Plは長径24cm，短径20cmの楕円形　深さ器cmである。中央の且本柱であるが，主柱穴と考えられる。

Pl土居解説

1　暗褐色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量

4　暗褐色　ローム粒子中量，粘土大・中・小ブロック・粘土粒子少量

覆土13層からなる。人為堆積である。

土居解説
l　褐　　　色　ローム粒子多量
2　褐　　　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量
4　暗　褐　色　粘土大・中・小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒

子少量
5　褐　　　色　ローム粒子e炭化物や炭化粒子少量

6　暗　褐　色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量
7　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

8　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック・

粘土粒子少量

9　褐　　　色　ローム粒子少量

10　暗　褐　色　ローム粒子少量

11暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量

12　暗　褐　色　粘土中・小ブロック・粘土粒子多量，ローム小ブロ

ック・ローム粒子少量

13　にぷい褐色　粘土大ブUック主体

遺物　図示した4枚の北宋銭は，出入日部北東隅の覆土下層からまかれたような状態で出土している。第32図

1の政和通賓及び2の元豊通賓は横位の状態で，3の明道元賓は正位の状態でタ　4の皇宋通賓は南東にやや

離れたところから逆位の状態でそれぞれ出土している。その他に，覆土中から流れ込みと思われる縄文土器

片及び安山岩剥片が少量出土している。

所見　本跡は，南側に存在する第1号土坑と関連のある方形竪穴状遺構と思われる。北宋銭の出土状況から，

竪穴の廃絶時に銭を使用した何らかの祭祀行為が行われたのではないかと想定され，覆土の確認状況から，

出入口付近から人為的に埋め戻されたものと思われる。また，床面に炭化物の集中地点が存在したが，焼土

は認められずタ　火の使用は床面より上層であったものと思われる。同じく床面に貼り付いていた粘土塊は，

焼土及び炭化物が伴っていないことから，竃等の施設とは考えられずタ　性格は不明である。時期は，出土遺

物から中世前半の12－13世紀と考えられる。

第温号方形竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 銭　　　　 種
初　　 鋳　　 年 現存率

（％）
出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　 考

時　　 代 年　　 号　 （西暦 ）

第32図 1 政 和 通 賓　 （分轄） 北　　 宋 政和元年　 （111 1） 95 出入日部北東隅覆土下層 削，悪銭 （磨輪）

2 元 豊 適 賓　 （家書） 北　　 家 元豊元年　 （1078 ） 100 出入日部北東隅覆土下層 M2

3 明 道 元 賓　 （家書） 北　　 宋 明通元年　 0 0 32） 100 出入口部北東隅覆土下層 M3，加工銭 （星形孔）

4 皇 宋 通 賓　 （真書） 北　　 宋 賓元元年　 （10 38） 100 出入日部北東隅覆土下層 M4

第2号方形竪穴状適構（第33図）

位置　調査Ⅲ区の東部，B6i3区。

規模と平面形　長軸2．67nl，短軸2．46mの方形。

主軸方向　N－890－E

壁　壁高は36－44cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平班で，壁際以外は全体的に黒色の汚れが目立ち，硬く踏み固められている。

ピッ紅　2か所律1，PZ）。Pl，㌘2は長径32～36cm，短径26～28cmの楕円形，深さ44～52cmである。Plは

西壁際中央，P2は東壁際中央に掘られており，どちらもやや内傾ぎみに立ち上がる。壁際の2本柱である

が，主柱穴と考えられる。

覆土　3層からなる。人為堆積である。
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土居解説

1　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　覆土中から土師器片及び土師質土器片が少量

出土している。

所見　本跡は，覆土の確認状況から，竪穴廃絶時に

東側あるいは北側から人為的に埋め戻されたもの

と思われる。時期は，覆土の状態や周りの方形竪

穴状遺構の配置から中世前半の12－13世紀と考え

られる。

④

0　　　　　　2m

ヒ二二二二二二卜二一二二二∃

第33図　第2号方形竪穴状適構実測図
第3号方形竪穴状遺構（第34図）

位置　調査Ⅲ区の東部，B6j3区。

規模と平面形　長軸2。85m，短軸2。82mの方形。

主軸方向　N－790－E

壁　壁高は46－60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　東壁中央部に「U」字状の張り出し部を持つが，位置から出入口施設と考えられる。中央部は平坦で，壁

際以外は全体的に黒色の汚れが目立ち，硬く踏み固められている。南西コーナー寄り及びPl西側に粘土塊が

貼り付いている。また，中央付近に長径55cm，短径45cmの範囲で炭化物が集中している。

ピット　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は長径26－30C恥　短径24～30cmの円形あるいは楕円形，深さ38－42cmで

ある。Plは西壁際中央，P2は東壁際中央に掘られており，どちらもやや内傾ぎみに立ち上がる。壁際の2本

柱であるが，主柱穴と考えられる。

種土　7層からなる。人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒

子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・中ブ
ロック中量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・中ブ

ロック少量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・中ブ
ロック中量

7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子・

粘土小ブロック・粘土粒子少量

遺物　覆土中から縄文土器片，土師器片及び鉄棒が少量出土している。

所見　本跡は，床面に炭化物の集中地点が存在したが，焼土は認められず，火の使用は床面より上層であった

ものと思われる。同じく床面に貼り付いていた粘土塊は，焼土及び炭化物が伴っていないことから，竃等の

施設とは考えられず，性格は不明である。時期は，覆土の状態や周りの方形竪穴状遺構の配置から中世前半
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の12～13世紀と考えられる。

第34図　第3号方形竪穴状遺構実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第4号方形竪穴状遺構（第35図）

位置　調査Ⅲ区の東部，B6自区。

規模と平面形　長軸2．76m，短軸2．45mの長方形。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は30～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，壁際以外は全体的に黒色の汚れが目立ち，硬く踏み固められている。中央付近に長径96cm，短径

52cmの範囲で炭化物が集中している。

ピット　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は長径52－84cm，短径50－62cmの不整楕円形，深さ30cmである。Plは

北壁際からやや離れて，P2は南壁際からやや離れて掘られており，どちらもやや内傾ぎみに立ち上がる。

壁際の2本柱であるが，主柱穴と考えられる。

Pl・P2土居解説
1　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，軟らかい
2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量
3　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量

浮丑　5層からなる。人為堆積である。

土居解説

1暗褐色　ローム中・小ブロック多量，ローム粒子中量　　　　　　4　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　5　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量，炭化物・

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量　　　　　　　　　　　　炭化粒子少量

過物　覆土中から土師器片，須恵器片及び土師質土器片が少量出土している。

所見　本跡は，床面に炭化物の集中地点が存在したが，焼土は認められず，火の使用は床面より上層であった

ものと思われる。また，ピットの平面形及び覆土の確認状況から，2回以上の柱の立て替えがあったものと

推定される。時期は，覆土の状態や周りの方形竪穴状遺構の配置から中世前半の12－13世紀と考えられる。
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第35図　第4号方形竪穴状適構実測図

第5号方形竪穴状遺構（第36図）

位置　調査Ⅲ区の東部，B6bl区。

規模と平面形　長軸2．97m，短軸2．18mの隅丸長方形。

主軸方向　N－700－E

壁　壁高は28－32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，壁際以外は全体的に黒色の汚れが目立

ち，硬く踏み固められている。

ピット　Plは直径20cmの円形，深さ20cmである。中

央の1本柱であるが，主柱穴と考えられる。　　メぎ
渾土　4層からなる。人為堆積である。

土居解説

1暗褐色　ローム中・小ブロック中量，ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム中・小ブロック多量，ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

4　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

適物　第36図1の丸底かわらけは，北コーナー寄り

の覆土下層から出土している。その他に，覆土中

から流れ込みと思われる縄文土器片が少量出土し

ている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世前半の12～

13世紀と考えられる。

㌧　一㌦

0　　　　　　　2m

ヒ二二二二と二二二∃

＼≡

2m

［二二二＝＝ヒ二二＝＝＝∃

二づ「‾ノ　二二三
0　　　　　　　5cm

第36図　第5号方形竪穴状遺構◎出土遺物実測図
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第5号方形竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調巨 焼成 備　　　　　 考

第36図 丸底かわらけ B （3．0） ＝縁端部及び底部欠損。丸底。体部 ＝縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・長石 P 3　　　　　　　 10％

1 土師質土器 は内攣 しながら立ち上がる。 ラナデ，内面横ナデ。 橙色

普通

北コーナー寄り覆土下層

在地系

第7号方形竪穴状遺構（第37図）

位置　調査Ⅲ区の東部，C6a3区。

規模と平面形　確認できたのは北西コーナー付近の西壁の

一部0。75mと，北壁の一部0。75mだけで，大半は調査区

外に延びているが，一辺2．5m前後の方形と思われる。

童軸方向　N－850－E

壁　壁高は58～64cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，壁際以外は全体的に黒色の汚れが目立ち，硬

く踏み固められている。調査区内と調査区外との接点部　旦相舶

滞‡炭慧豊㌫為堆積である。　棄∃
土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

「

l

一

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

「　　　寸　　＿＿＿＿…＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム大・中㌧小ブロック中量，炭化粒子微量　第37図　第7号方形竪穴状遺構実測図
3　暗褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量

4　暗褐色　ローム粒子多鼠ローム大・中・小ブロック中鼠炭化物・炭化粒子少量

遺物　覆土中から土師器片が少量出土している。

所見　本跡は，床面に炭化物の集中地点が存在したが，焼土は認められず，火の使用は床面より上層であった

ものと思われる。時期は，覆土の状態や周りの方形竪穴状遺構の配置から中世前半の12～13世紀と考えられ

る。

表6　三本松遺跡住居跡◎方形竪穴状遺構一覧表

仕居 跡

方形竪穴

状 遺構
番　 号

位 置 主軸方向 平面形

規模（m ）

（長軸×短軸）

壁高

（cm ）

床面

内　 部　 施　 設

覆土 主　 な　 遺　 物 備　　　 考

＿比　ヽ　′

壁　 構 主柱穴 貯蔵穴 ピッ ト 出入H 炉 ・竃

1 B2e 2 N －15L E 隅丸方形 2．63　× 2．45 20 －30
平坦，一
淵垣段状 －

1 － － 1 －
人為 北宋銭（明道元賓 ・皇宋通
賓 ・元豊通賓 ・政和通賓 ）

中世削半

（12－ 13世紀）

2 B6 i3 N －89L E 方　　 形 2．67　× 2．46 36 －44 平　 坦 － 2 － － － －
人為

中世前半

（12－ 13世紀）

3 B6 j3 N －79⊥ E 方　　 形 2．85 × 2．82 46 ～60 平　 坦 － 2 － － 1 － 人為
中世前半
（12－ 13世紀）

4 B6 f l N － 4 ⊥ W 長 方 形 2．76　× 2．45 30 －40 平　 坦 － 2 － － － － 人為
中世前半

（12－ 13世紀）

5 B6b l N －70L E 隅九長方形 2．97　× 2．18 28 －32 平　 坦 － 1 － － － －
人為 土師質土器（丸底かわらけ）

中世前半

（12－ 13世紀）

6 C4b 8 N －32L w （方　　 形 ）（5．8 ）×（2．3 ） 56 －58 平　 坦 ほぼ全局 － 1 － －
竃 1 自然 土師器（杯 ・鉢 ・襲）

古墳時代後期

（6世紀複葉 ）

7 C6a 3 N －85L E （方　　 形 ）（0．75）×（0．75） 58 ～64 平　 坦 － － － － － －
人為

中世前半

（12－ 13世紀）

（2）土墳墓

調査Ⅲ区の北西部から中世の土墳墓43基を確認した。この内の2基は粘土粘土墳墓である。ここでは土墳

墓及び出土遺物の実測図だけを掲載し，内容等については土坑e土墳墓一覧表に記載した。
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第38図　中世遺構群配置図
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第6号土墳墓土層解説

l　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子’・多量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒f一多量

第7号土壌墓土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒J’・少量

2　暗　褐　色　ローム粒J’一多量

第8号土墳墓土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

第9号土壌墓土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子中鼠　粘土粒千少量

2　にぷい褐色　粘土を貼り付けた層

第10号土壌墓土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒千少量

2　極暗褐色　ローム粒子少量

第12号土墳墓土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J’・微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

4　極暗褐色　ローム粒子微量

5　暗　褐　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒f中量

第14号土壌墓土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒Jr可一量

第15号土壌墓土層解説

＿1　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒J’中量

第16号土壌墓土居解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

第17・25号土壌墓土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・中・小ブロック中量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J’1中量

第22号土壌墓土層解説

l　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒J’一多量，ローム小ブロック中量

第18号土壌墓土層解説

1　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

第19・20号土壌墓土居解説

1　暗　褐　色　ローム粒r一少量，粘土粒召数量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

第23号土墳墓土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒J’一中量

2　暗　褐　色　ローム大・中・小ブロック多量，ローム粒f中量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

第24・26号土壌墓土層解説

1　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム大・中・小プロ・ソク・ローム粒子多量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

‘4　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒J’・少量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量

第28号土壌墓土層解説

1　黒　褐　色　ローム中・小プロ∵′ク・ローム粒J’一多量

2　黒　褐　色　ローム小ブLJ・ソク・ローム粒子少量，焼上中プロ・ソ

ク・焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム小プロ・ソク・ローーム粒丁一多量

第29号土墳墓土層解説

1　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒J’一多量

2　暗　褐　色　ローム中・小プロ、ノク・ローーlム粒J’・中量

第31号土壌墓土層解説

1　黒　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒巨巨量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

第32号土墳墓土層解説

1　黒　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量

第33号土墳墓土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム大・L巨小ブロック・ローム粒子・多量

第34号土墳墓土層解説

1　極暗褐色　ローム小ブし「ノク・ローム粒戸帖呈二

2　黒　褐　色　ローム大・中・小プロ・ソク・ローム粒子多量

第35号土墳墓土層解説

1　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

第36・37号土壌墓土層解説

l　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒j’中量，粘土粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量

3　にぷい褐色　粘土を貼り付けた層

第38号土墳墓土層解説

1暗　褐　色　し1－ム小ブロック・ローム粒J’一中量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大・中

ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロックゆローム粒子少量

第39号土壌墓土層解説

1褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒‾J’・多量

2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子ヰ量

第40号土壌墓土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J’一中量

第41号土墳墓土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

第42号土壌墓土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒了少量

′1　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒戸中量

第43号土壌墓土層解説

l　暗　褐　色　ローム中・小ブロック多量，ローム粒f少量

2　褐　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒llf一多量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

第44号土壌墓土層解説

1暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

第45号土壌墓土層解説

1　黒　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量

3　褐　　　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量
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第46号土墳墓土居解説

1　黒褐色　ローム粁子微墓

2　黒褐色　ローム粒子少呈

3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム拉・‾f・多量

第47号土壌墓土居解説

1暗褐色　ローム中‥小プロLリグ中量，ローム粒了・少墓

2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

第48号土壌墓土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第52号土壌墓土層解説

1褐　色　ローム′トブロック・ローム粒子多量

第53号土壌墓土居解説

l　暗褐色　ローム′トブロック，ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

・「・∴∴華土

第42回　土墳墓出土遺物実測図

第12号土墳墓出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（用） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第4 2図 嚢 B （2，6） 口緑部の破片。口縁端部に緑帯をめ 紐造り成形。口緑部内 ・外面横ナデ。砂粒 ・長石 P 20　　　　　　　 5 ％

1 陶　　　 器 ぐらす。 口縁部内 ・外面に自然粕がかかる。
胎土 ：褐灰色

粕 ：暗赤褐色

普通

東寄 り覆土

常滑系

第36号土墳墓出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第4 2図 内　 耳　 鍋 B （2 ．1） 底部の破片。平底。 体部下端及び底部内 ・外面へラナデ。砂粒・長石・石英・雲母 P 2 1　　　　　　 5 ％

2 土師質土器 C 〔17 ．0〕 明赤褐色

普通

南寄 り覆土

在地系

3

天　 日　 碗 A 〔12．8〕 高台部欠損。休部は外傾 しながら立 ロクロ成型。内面一体部外面中位に 砂粒 P 22　　　　　　　 20％

陶　　　 器 B （6．2 ） ち上が り，口縁部との境に稜 を待つ。鉄粕を施粕。 胎土 ：にぷい黄橙色

粕 ：男褐色
北寄 り覆土

C 【5．8〕 口綾部は直立 ぎみに開 く。 普通 瀬戸 ・美濃系

4

染　 付　 皿

磁　　　 器

B （2．0） 口綾部の破片。 ロタロ成型。口縁端部外面に呉須に

よる縁取 り，口綾部内面に呉須によ
胎土 ：灰褐色

粕 ：透明

P 23　　　　　　　 5 ％

北寄 り覆土

る手描 き文様有 り。全面に透明粕。 良好 明染付

第37号土墳墓出土遺物観察表

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値 現存率

（％）
出　 土　 地　 点 備　　　　 考

最大長（cm ） 最大幅（cm） 最大厚 （om ） 重　 量（g ）

第4 2図 5 鉄　　　 釘 （2．1） 1．1 0．6 （2．0） 50 東寄 り覆土 M7

（3）火葬墓

第50号火葬墓（第43図）

位置　調査Ⅲ区の北西部，B4C7区。

規模と平面形　全長1．76m，東側の土塀は長軸1．24m，短軸0．54mの長方形，西側の土壌は長径0．92m，短径
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0・82mの円形で，東側の土壌と西側の土壌の問に長さ1・04m，上幅30cm，下幅20cmの溝が入る。

長軸方向　N－880－W

壁　東側の土壌の深さは34cmで，外傾して立ち上がり，断面形は逆台形をしている。西側の土壌の深さは24cm

で，緩やかに立ち上がり，断面形は血状をしている○間の溝の深さは14cmで，断面形は「U」字形をしてい

る。東側の土壌及び間の溝の壁面の一部は火熱を受け，赤変している。

底面　東側の土壌の底面は，中央部の間の溝を除い

て平坦である。西側の土壌の底面は皿状をしてい

る。東側の土壌及び間の溝の底面の一部は火熱を

受け，赤変している。

啓丑　8層からなる。人為堆積である。
lニー

図鞄

土居解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子微量　　風
2　褐　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子微量　‾2右Om

3　極暗赤褐色　炭化物・炭化粒子・火葬骨片多量，ローム小ブロック
ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子中量

4　にぷい赤褐色　焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子
炭化粒子少量

5　褐

山

暗
褐
地

ご

U

　

7

　

8

色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量，
焼土粒子・炭化粒子微量

褐　色　ローム粒子中量
色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量

のローム層

園】　　　叫

0　　　　　　　　　　　　2m

』＝＝二二二ユニ二二二ヨ

第鵬区　第鮒号火葬墓実測図

遺物　覆土下層には火葬骨片及び炭化物の純層が見られる。その他に，覆土中から流れ込みと思われる鉄淳が

少量出土している。

所見　本跡は，西側に存在する中世土墳墓群と関連のある火葬墓と思われる〇本跡を構成している東側の土壌

は，火葬骨片，炭化物及び焼土の検出状況から，遺骸を火葬にした土壌と考えられ，東側の土壌から西に延

びる間の溝は，火葬境に空気を入れる空気孔と考えられる○また，西側の土壌は空気孔の口部としては大き

すぎ，その機能について詳細は不明であるが，本跡とは関係のない別の土坑であるとは考えにくく，東側の

土壌（火葬壌）及び間の溝（空気孔）と同じように本跡（火葬墓）を構成するものと思われる。時期は，覆

土の状態や周りの遺構配置から中世後半の15－16世紀のものと考えられる。

（4）土坑内貝塚

第55号丑坑内貝塚（第44図）

位置　調査Ⅲ区の北西部，B射4区。

規模と平面形　長径0。65m，短径0。58mの円形。

長径方向　N－30－W

壁　深さは71cmで，外傾して立ち上がる。断面形は「U」字形をしている。

底面　凹凸がある。

将士　3層からなる。人為堆積である。
土居解説

1　貝　層

2　暗褐色　ローム粒子少量，貝片微量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，貝片少量

遺物　貝層から検出された貝は，巻貝（オオタニシ約2，070g）及び二枚貝（イシガイ約60g，ヌマガイ約30g）

である。イシガイ及びヌマガイは，下層だけで上層には認められなかった。

所見　本跡は，西側に存在する第56号土坑内貝塚や東側に存在する第1号不明遺構（P8）と関連のある土坑
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内貝塚と思われる。時期は，覆土の状態や周りの遺構配置から中世後半の15－16世紀のものと考えられる○

第56号土坑内貝塚（第44図）

位置　調査Ⅲ区の北西部，B4f3区。

規模と平面形Il一一一辺0．29nlの方形。

長径方向　N－100－W

壁　深さは45cmで，外傾して立ち上がる。断面形は「U」字形をしている。

底面　凹凸がある。

渾土　2層からなる。人為堆積である。

土居解説

1　貝　層

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，貝片微壷

適物　貝層から検出された貝は，巻貝（オオタニシ約40g）及び二枚貝（イシガイ約80g）である。

所見　本跡は，東側に存在する第55号土坑内貝塚及び第1号不明遺構（P8）と関連のある土坑内貝塚と思わ

れる。時期は，覆土の状態や周りの遺構配置から中世後半の15～16世紀のものと考えられる○

SK55

0　　　　　　　50cm

仁一

第朋図　第55◎56号丑坑内興塚実測図

l　－＞

SK56

0　　　　　　50cm

L＝工＝∃

（5）土坑

第瑠号丑坑（第45図）

位置　調査I区の西部，B2gl区。

規模と平面形　長径0．25m，短径0。22mの円形。

長軸方向　N－480－W

壁　深さは37cmで，外傾して立ち上がる。断面形は「U」字形をしている。

底面　皿状である。

渾土1層からなる。人為堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量
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遺物　第45図1の短刀は，中央部から鋒を下，

茎を上にして埋納されたような状態で出土

している。鋒部分は北東方向に折れていた。

木質部分の遺存状態から，埋納当初は木製

の柄があったものと思われる。また，刀身

の部分は埋納当初からむき出しで，鞠の中

に納まっていなかったものと思われる。本

遺物は，「呑口式腰刀」と呼ばれる短刀に

属するものと考えられる。

所見　本跡は，北側に存在する第1号方形竪

穴と関連のある土坑と思われる。刀の出土

状況から，刀を使用した何らかの祭祀行為

A・‘㌻■
A
－21．8m　　　　－

0　　　　　　50cm

』＝土＝∃

ロ　　ロ

第45図　第1号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　5cm

L j　」

が行われたのではないかと想定される。時期は，出土遺物から中世前半の12－13世紀と考えられる。

第1号土坑出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値 現存率

（％）
出土地点 備　　　　　 考

全長（①）刀身長（血）刀身編（皿）刀身重ね（血） 茎長（①） 茎幅（①） 茎重ね（Ⅷ）目釘穴（Ⅷ）

第45図 1 短　　　 刀 （2 5．0） 〔20．2〕 2．6 0 ．6 （4．8 ） 1．9 0 ．6 径0．4 80 ． 中　 央　 部 M5 ，呑口式腰刀．平造 り

表7　三本松遺跡土坑・土墳墓類一覧表

土坑

士墳墓

番号

位置
長径方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 主　 な　 遺　 物 備　　　　　　 考

長径×短径（m ）深さ（clu）

1 B2g I N －48 L w 円　　　 形 0．25　×　0．22 37 外傾 皿状 人為 短刀 （呑口式腰刀） 中世前半（12～13世紀）

2 B2e 5 N －70 L w 楕　 円　 形 2．3 4　×　2．0 5 130 外傾 凹凸 人為

3 B2e S N －29 L E 楕　 円　 形 2．4 7　×　2．20 78 外傾 凹凸 人為

4 B 2j Z N － 18 L w 楕　 円　 形 1．93　× 1．55 100 外傾 凹凸 人為

5 8 2g 2 N －82 L w 不　 定　 形 2，15　× 1．85 130 外傾 凹凸 人為

6 B3 jZ N －40 L w 不整楕円形 1．24　×　0．75 18 緩斜 平坦 人為 中世後半（15～16世紀）

7 B3 j2 N － 0 0 楕　 円　 形 1．25　×　0．98 22 綬斜 皿状 人為 中世後半（15－16世紀）

8 B4a 3 N －4 5L w （不整楕円形）〔1．14〕× 0．8 8 3 4 揺斜 皿状 人為 中世後半（15－16世紀 J
SK－9より古い

9 8 3j 3 N － 0 0 （長　 方　 形）（2．04）× 1．16 14 外債 平坦 人為 中世後半（15－ 16世紀 ）
SK－8より新 しい ・粘土粘土墳墓

10 84 a 3 N －90 L E 長　 方　 形 1．85　×　0．98 28 外傾 平坦 人為 中世後半（15～ 16世紀）

SK－12より新 しい

11 B4 a3 N －35 L E （楕　 円　 形） 1．39　×（1．10） 16 緩斜 皿状 人為 中世後半（15－16世紀）

12 B4b 3 N － 6 L E （長　 方　 形）〔4 ．94〕× 1．1 1 34 外傾 皿状 人為 陶器（常滑系棄）・縄文土器片 ・土
師器片 ・土師貿土器片

中世後半（15－16世紀）
SK－10 より古い

14 84b 3 N － 8 L E 長　 方　 形 1．50　×　0．71 24 外傾 平坦 人為 中世後半（15－16世紀）

15 84 b 3 N － 7 L w 楕　 円　 形 0．75　×　0．6 9 16 緩斜 平坦 人為 縄文土器片 中世後半（15－16世紀）

16 84 a4 N － 3 L w 楕　 円　 形 1．16　×　0．7 2 17 緩斜 平坦 人為 中世後半（15～16世紀 ）

17 B4 bZ N －75 L w 長　 方　 形 1．67　×　0 ．8 5 32 外傾 平坦 人為 中世後半（15－ 16世紀）

SK－25より新 しい

18 B4 b2 N 一別 L E 長　 方　 形 1．43　×　0 ．85 26 外傾 平坦 人為 中世後半（15－ 16世紀）

19 84a 4 N －3 8L E 不整楕円形 1．32　× 1．05 14 揺斜 皿状 人為 中世後半（15～16世紀）

SK－2 0より新 しい

20 84 a 4 N － 10 L E （楕　 円　 形）〔0．96 〕× 0．7 0 4 2 外傾 皿状 人為 中世後半（15－16世紀）

SK－19より古い

22 B4 b3 N －84 L w 楕　 円　 形 1．15　×　0．7 0 10 緩斜 皿状 人為 陶器片 中世後半（15－16世紀）

2 3 B4 C2 N － 7 L E 長　 方　 形 1．55　×　0．88 28 外侮 平坦 人為 土師器片 中世後半（15－16世紀）
SK－27よ り新 しい

24 84 C2 N － 6 L E 長　 方　 形 4 ．28　× 1．45 30 外傾 平坦 人為 中世後半（15－16世紀）
SK－26より新 しい
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士枕

土墳墓

番号

位置
長径方向

平 面 形
規　　　　 模 唇

底面 覆土 主　 な　 遺　 物 備　　　　　　 考
（長軸方向） 長径×短径（m ）桓 さ（cm）

25 B4 bZ N －85⊥W （長　 方　 形）
1・98 ×白024〕！ 34

外傾 平囲 人為 中世後半（15－16世紀）
SK－17より古い

26 B4C 2 N －0 0 （楕　 円　 彬）
仕 28〕× 1・可　 26

緩斜 皿状 人為 中世後半（15－16世紀）
Sh←24より古い

27 B4C 2 N －90⊥E （楕　 円　 形）
ie5 5 ×白潮 目 0 緩斜 皿状 人為 中世後半（15－16世紀）

SK－23より古い

28 B4 c l N －85⊥≠ （長　 方　 形）
（2・08）× l・07 日 6

外傾 平川 人為 中世後半＝5－16世紀）

29 84 e2 N －75⊥W 長　 方　 形 1．97　× 1．25 34 外傾 平坦 人為 中世後半＝5－16世紀 ）

30 B3 j3 N －50 L w （楕　 円　 形） i．00 ×（0．48） 26 緩斜 平坦 人為 中世後半（15－16世紀 ）

31 B4d Z N －5 L E 長　 方　 彬 1．98　× 1．09 28 外傾 平川 人為 中世後半は ～蟻世紀）

32 B4eユ N －86 L w 長　 方　 形 1．60　×　0．63 10 外傾 平坦 人為 中世後半（15－16世紀）

33 B4b 4 N －75⊥W 長　 方　 形 1．45　×　0．65 10 外傾 平坦 人為 中世後半（15－16世紀）

34 B4 C4 N －69 L w 長　 方　 形 1。75　×　0．80 20 外傾 平坦 人為 中世後半（15－16世紀）

35 B4 C3 N －15⊥W 長　 方　 形 3．27　×　0．89 12 外傾 平坦 人為 陶器片 中世後半（15－16世紀）

36 B4 b5 N －90 L E 長　 方　 形 2．40　×　L 75 16 外傾 平坦 人為
土師質土器（内耳鍋主 陶器（天日碗）

・磁器（染付皿ト 鉄製品

中世後半（15－16世紀）
SK－37 より古い ・粘土粘土墳墓

37 B4b 5 N －2 L E （長　 方　 形）（3．20）× 1．10 20 外傾 平坦 人為 鉄製品（針目土師器片・土師質土器片 中世後半（15～16世紀 ）

SK－36より新 しい

38 B4b 5 N …0 0 長　 方　 形 2．80　× 1．24 32 外傾 平坦 人為 中世後半（15－16世紀）

39 B4a 6 N …3 L E 長　 方　 形 1．33　× 1．00 3 0 外傾 平坦 人為 中世後半（15－16世紀）

40 B4b 7 N … 0 0 長　 方　 形 1．34　×　0．93 10 外傾 平川 人為 中世後半（15～16世紀）

41 B4b 6 N －90 L E 長　 方　 形 1．68　×　0．89 22 外傾 平粗 人為 中世後半（且5～16世紀）

42 B4 C6 N －6 L E 方　　　 形 1．65　× 1。60 35 外傾 平坦 人為 縄文土器片 ・土師器片 ・磁器片 中世後半0 5～16世紀）

43 B4 d4 N －0 い 楕　 ＝　 彬 0．85　×　0 ．60 26 緩斜 皿状 人為 中世後半0 5～16世紀）

44 B4b i N －48 L w 楕　 ＝　 彬 1．25 ．×　0 ．78 24 緩斜 皿状 人為 中世後半（15－16世紀 ）

45 B4c z N －28L E 不整楕円形 L 27　×　0．65 3 2 外傾 皿状 人為 中世後半（15－16世紀 ）

46 B4e 4 N －12 L E 長　 方　 形 1．45　×　0．98 5 0 外傾 平坦 人為 中世後半0 5－16世紀）

47 B4e 4 N －85⊥W 円　　　 形 0．86　×　0．74 54 外傾 平坦 人為 中世後半0 5～16世紀）

48 B4 C 6 N －3 ⊥W 長　 方　 形 1．67　× 1．日 16 外傾 平坦 人為 中世後半（15－16世紀）

50 B4 C 7 N －88 L w － － － － － 人為 火葬骨片 ・鉄淳
中世後半（15～16世紀）
火葬墓

52 B4 b7 N －75 L E 不 整 円 形 1．60　× 1．44 20 緩斜

外傾

外傾

外傾

皿状

平坦

凹凸

凹凸

人為

人為

人為 巻貝（オオタニシ巨二枚貝はシガ有 ヌマガイ）

中世後半（15～16世紀）

53 B4 e5 N －54 L w 楕　 円　 形 1．28　×　0．95 30
中世後半0 5～16世紀）

SXl より古い

55 B4 f4 N －3 L w 円　　　 形 0．65　×　0．58 71
中世後半（15～16世紀 ）

土坑内貝塚

56 B4 f3 N －10 L w 方　　　 形 0．29　×　0．29 4 5 人為 巻貝（オオタニシ主 二枚貝（イシガイ） 中世後半（15－16世紀 ）
土坑内貝塚

（6）井戸

第　号井戸　第購図）

位置　調査I区の東部，B2e7区。

規模と形状　長径2。05m，短径1。90mの円形。断面形はラッパ状をしている。

長径方向　N－150－W

壁　確認面から鼠mの深さまでほ急傾斜で下がり，そこから下は円筒形となっている。確認面から』8mの深

さまで掘り下げたが，底面には達しなかった。

覆‘土　5層からなる。人為堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒千中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微意
3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム大・中・小プロ、ソク・ローム粒J’・少量
5　暗褐色　ローム大・中・小ブロック多鼠　ローム粒f・少量

過物　覆土中から縄文土器片，土師器片，埴輪片，土師質土器片，鉄製品及び貝類が少量出土している。

所見　本跡は，底面まで掘り下げることができなかったため確実な時期は不明であるが撃　周りの遺構配置から

中世のものと考えられる。
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第2号井戸（第46図）

位置　調査Ⅲ区の北西部，B4b7区。

規模と形状　長径1．70m，短径1．48mの楕円形。断面形はラッパ状をしている。

長径方向　N－170－W

壁　確認面から60cmの探さまでは急傾斜で下がり，そこから下は円筒形となっている。確認面から1．7mの深

さまで掘り下げたが，底面には達しなかった。

覆土　3層からなる。人為堆積である。
土居解説
1　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム大・中・′トブロック・ローム粒子多量

3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

遺物　覆土中から縄文土器片及び土師器片が少量出土している。

所見　本跡は，底面まで掘り下げることができなかったため確実な時期は不明であるが，周りの遺構配置から
あか

中世土墳墓群に伴う闘伽用の井戸と考えられる。

第3号井戸（第46図）

位置　調査Ⅲ区の北西部，B4b4区。

規模と形状　長径2．06m，短径1．78mの楕円形。断面形はラッパ状をしている。

長径方向　N－420－W

壁　確認面から60cmの探さまでは急傾斜で下がり，そこから下は円筒形となっている。確認面から1．7mの深

さまで掘り下げたが，底面には達しなかった。

覆土　4層からなる。人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量　　　　　3　暗褐色　ローム粒子少量
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第46図　第1・2・3号井戸，出土遺物実測図
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遜物　図示した陶器及びそれ以外の土師質土器片，陶器片が覆土中から少選出士している。第購図　の瀬戸⑳

美濃系の平碗は東寄　の覆土中から出土している。その他に撃　覆土中から流れ込みと思われる土師器片が少

量出土している。

所鳳　本跡は，底面まで掘り下げることができなかったため確実な時期は不明であるが，周りの遺構配置から
あか

中世土墳墓群に伴う開伽用の井戸と考えられる。

第3号井戸出土遺物観察衷

図版番号 器　　 種 計測鰍 om） 器　 形 、の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第4 6図 平　　　 碗 B （ 2．2） 目線部欠損。底部は平底で，断面形 ロクロ成形。削り出し高台。内面 に 砂粒 P 24　　　　　　　 3 0％

1 陶　　　 器 D　 5 ．2 が逆台形の輪高台が付 く。休部は内 灰粕を施粕。
胎土 ：浅黄色

粕 ：浅黄色
東寄 り穣上

E　 O．3 攣 しながら立ち上がる。 普通 瀬戸 ・美濃系

浮　港

第　号溝　第鮮図）

位置　調査Ⅱ区の北部から南部，B3C2－B3hl区。

重複関係　本跡は第娠　翫　軋　号港を掘　込んでお軋　調査　区の溝の中では一番新しい。

規模と形状　確認できた部分は全長別。mで　直線的に延びてお軋　北端部及び南端部は調査区外に続いてい

る。上幅は122～且38cmタ　下幅は20～80cm，深さは28～32cmで，断面形は「U」字形あるいは皿状をしている。

方向　N－110－E

覆土　2層からなる。自然堆積である。

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所農　本跡は，西側に存在する第1号道路状遺構と関連のある側溝と思われる。時期はタ　周辺の溝との関係か

ら中世～近世と考えられる。

第　号涌　第舶図）

位置　調査Ⅲ区の北部から南部，B3b2－B3h2区。

重複関係　本跡は第3号藩に北部を掘り込まれており，第3号港よりほ古い。

規模と形状　確認できた部分は全長邦。mで　直線的に延びてお軋　北端部及び南端部は調査区外に続いてい

る。上幅は76～温30cm　下幅は摘～鍼cm　深さは2～花cmで　断面形は「Ⅴ　字形あるいは血状をしている。

確認できた部分の中央付近には，出入口を想定させるような陸橋がある。

方向　N－60－W

覆土　5層からなる。人為堆積である。

遺物　覆土中からメノウ剥片が出土している。

所見　本跡の時期は，周辺の溝との関係から中世と考えられる。

第　号溝　第鮮図）

位置　調査Ⅲ区の北部から南部，B3fl～B3hl区。

重複関係　本跡は第　号溝の東部を掘　込んでいるが暫　第3号藩に北部を掘　込まれてお軋　第　号藩よ　は

新しいが，第3号溝よりは古い。
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規模と形状　確認できた部分は全長9．2mで，直線的に延びており，南端部は調査区外に続いている。上幅は

74－112cm，下幅は20～40cm，深さは22－24cmで，断面形は「U」字形あるいは皿状をしている。

方向　N－20－W

渾土　2層からなる。自然堆積である。

過物　図示した陶器，砥石及びそれ以外の土師質土器片が覆土中から少量出土している。第48図1の瀬戸◎美

濃系の壷及び2の砥石は南寄りの覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物及び周辺の溝との関係から中世と考えられる。

第6号溝（第47図）

位置　調査Ⅲ区の北部から南部，B3gl～B3hl区。

重複関係　本跡は第3号溝に西部を，第5号溝に東部を掘り込まれており，第3，5号溝よりは古い。

規模と形状　確認できた部分は全長7．3mで，直線的に延びており，南端部は調査区外に続いている。上幅は

（160）cm，下幅は14－80cm，深さは8－26cmで，断面形は「U」字形あるいは皿状をしている。

方向　N－10－W

覆土　2層からなる。自然堆積である。

適物　覆土中から陶器片が少量出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物及び周辺の溝との関係から中世と考えられる。

第7号溝（第47図）

位置　調査Ⅱ区の，北部から南部，B3b2－B3fl区。

重複関係　本跡は第3号溝に南部を掘り込まれており，第3号溝よりは古い。また，本跡の上面に第1号道路

状遺構が造られており，第1号道路状遺構よりも古い。

規模と形状　確認できた部分は全長17．6mで，北端部は調査区外に延びている。上幅は68－115cm，下幅は30

～70cm，深さは14～18cmで，断面形は「U」字形あるいは皿状をしている。

方向　N－50－E

渾土　2層からなる。人為堆積である。

遺物　図示した陶器及びそれ以外の土師質土器片，陶器片が覆土中から少量出土している。第48図1の常滑系

の嚢は南寄りの覆土中から出土している。その他に，覆土中から流れ込みと思われるメノウ剥片が出土して

いる。

所見　本跡の時期は，出土遺物及び周辺の溝との関係から中世と考えられる。

（8）道路状遺構

第瑠号道路状適構（第47図）

位置　調査Ⅲ区の北部から南部，B3C2－B3hl区。

重複関係　本跡は第7号溝の上面に造られており，第7号溝よりは新しい。

規模と形状　確認できた部分は全長24m，最大幅4．5mで，直線的に延びており，北端部，南端部及び西部は

調査区外に続いている。

方向　N－110－E

－65－



第舶図　第　◎　◎　◎　◎　号満　第　号道路状遺構実測図
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遺物　本跡に伴う遺物は出土し

ていない。

所見　本跡の土層断面を観察す

ると，7－8面にわたる硬化

面が確認できる。時期は，周

辺の溝との関係から中世一近

世と考えられる。また，本跡

の東側に沿うように存在する 第48図　第5・7号溝出土遺物実測図

第3号溝は，本跡の側溝であると思われる。

第3・4・5・6・7号溝，第1号道路状遺構土居解説
1褐　色　ローム粒子・砂粒多量，炭化粒子・粘土粒子微量
2　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・砂粒中量
3　暗褐色　ローム粒子中量，砂粒・炭化粒子少量，硬く締まってい

る

4　暗褐色　ローム粒子中量，砂粒・炭化粒子・粘土小ブロック・粘
土粒子少量，硬く締まっている

5　暗褐色　ローム粒子・砂粒少量，硬く締まっている
6　暗褐色　ローム粒子・砂粒・焼土粒子・炭化粒子微量，硬く締ま

っている
7　暗褐色　ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量，硬く締まってい

る

8　暗褐色　ローム粒子・砂粒・炭化粒子微量，硬く締まっている
9　暗褐色　ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量，硬く締まってい

る

10　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・砂粒少量，硬く締
まっている

第5号港出土遣物観察表

11暗褐色　砂粒中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，硬
く締まっている

12　暗褐色　ローム粒子中量，砂粒少量，軟らかい
13　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，砂粒少量，軟らか

い

14　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・砂粒少量
15　褐　色　ローム粒子・砂粒多量
16　暗褐色　ローム大・中・ノトブロック・ローム粒子中量
17　暗褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量
18　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
19　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量
20　暗褐色　ローム粒子少量
21褐　色　ローム粒子中量
22　暗褐色　ローム粒子少量
23　褐　色　ローム粒子少量

図版番号 器　　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第48回 三富 B （1．0） 底部の破片。平底。 ロタロ成形。外面に灰粕 を施粕。 砂粒 P 1　　　　　　 5 ％

1 陶　　　 器 C 〔11．2〕 胎土 ：浅黄色

粕 ：灰オリーブ色

普通

南寄 り覆土

瀬戸 ・美濃系

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値 現存率

（％）
石　 質 出　 土　 地　点 備　　　　　 考

最大長（om） 最大幅（m ） 最大厚（cm） 重　 量（g ）

第48図 2 砥　　　 石 5．3 6．3 4．0 （138 ，2） 8 0 硬質凝灰岩 南寄り覆土下層 0 4

第7号溝出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第48図 嚢 B （4．1） 口綾部の破片。口緑端部に緩衝 をめ 紐造り成形。口緑部内 ・外面横ナデ。砂粒 ・長石 ・石英 P 2　　　　　　　 5 ％

3 陶　　　 器 ぐらす。 口縁部外面に自然粕がかかる。 胎土 ：褐灰色

粕 ：黒色

普通

南寄り覆土

常滑系

（9）不明遺構

第1号不明遺構（第49図）

位置　調査Ⅲ区の北東部，B4e5区。

重複関係　本跡は第53号土墳墓の上面に造られており，第53号土墳墓よりは新しい。

規模と平面形　長径5．4m，短径4．3mの不整楕円形。

主軸方向　N－720－W

壁　壁高は16－20cmで，外傾して立ち上がる。
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底面　底面の48か所に柱穴状の′ト穴（Pl－P48）が掘られていて，凹凸が激しい。それ以外のところも踏み

固められた形跡はない。全体的に階段状あるいは皿状に南東方向から北西方向へ傾斜している。

ピット　48か所（Pl～P48）。平面形は方形，円形及び楕円形で，直径は30－50cmである。深さの平均は54

cmで，一番深いのはP2の87．8cmである。P3，P4及びP34のように斜めに掘られたものもある。ピット内

覆土はローム粒子を少量含んだ暗褐色土層を基本としており，中層から下層にかけて方形の柱痕が確認でき

るものが半数近くある。

∈」云ク

、∴．二一一lヽ　一

第49図　第1号不明遺構・出土遺物実測図
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浄土　2層からなる。自然堆積である。

土居解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　図示した土師質土乳陶乳鉄鍋及びそれ以外の土師質土乳鉄製品が覆土中やピットの覆土から少量

出土している。第49図1の平底かわらけ及び2の常滑系の婆は東寄りの覆土中から，3の鉄鍋はPlの覆土

からそれぞれ出土している。また，P8の覆土下層から二枚貝（イシガイ約1調Og，マツカサガイ釦60g）

が検出された。その他に，覆土中から流れ込みと思われる縄文土器片及び土師器片が少量出土している。

所見　本跡は，西側に存在する第55，56号土坑内貝塚や北側に存在する中性土墳墓群と関連のある遺構と思わ

れるが，性格については不明である0しかし，方形の柱痕が確認されたことから角柱が想定され，上屋構造

の存在や，墓標あるいは卒塔婆的なものの樹立の可能性も考えられる○時期は，出土遺物や周りの遺構配置

から中世後半の15～16世紀のものと考えられる。

第1号不明遺構出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（①） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　　　 考

第4 9図 平底かわらけ A 〔5．4〕 平底。体部及び口綾部は外傾 －しなが ロクロ成形。底面に回転糸切 り痕有 砂粒 ・雲母 P 2 5　　　　　　 20％

1 土師質土器 B　 l．5

C 〔3．6〕

ら立ち上がる。 り。 にぷい橙色

普通

東寄 り覆土

在地系

2

婆 B （4．4） 底部の破片。底部 は平底で，中央が 紐造り成形。体部下端及び底部内 ・ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 26　　　　　　 5 ％

陶　　　 器 C 〔17 ．8〕 やや凹む。 外面へラナデ。 胎土 ：灰黄褐色

外面 ：灰褐色
東寄 り覆土

普通　　　　　l常滑系

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値 恒 存寧

日 ％） 出　　 土　　 地　　 点 備　　　　 考
最大長（cm） 最大幅（cm ） 最大厚（cm） 重　 量（g ）

第49図 3 鉄　　　 鍋 （5．2） （4 ．8） 1．4 （20．3） 5 P l覆土 M8

3　その他の遺構と遺物

今回の調査では，その他にも調査丑区から土坑4基，溝2条を確認した。以下，確認した遺構と遺物につい

て記載する。

（1）土塊

調査I区からは第1号土坑の他に土坑4基を確認した○いずれからも出土遺物はなく，時期や性格について

も不明な部分が多い。これらの土坑については遺構配置図及び土坑e土壌墓類一覧表に記載した。

なお，調査Ⅲ区で番号を付けた酎3，21，49，51，54号土坑については，調査及び整理の過程で遺構でない

と判断したため欠番とした。

（2）溝

調査I区からは溝2条を確認した。出土遺物はほとんどなく，時期や性格についても不明な部分が多い。こ

れらの溝については遺構配置図だけの記載とした。
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4　遺構外出土遺物

当遺跡からは，表土層及び遺構確認面から，遺構に伴わない遺物が出土している。ここでは，I区から出土

した縄文土器片，縄文時代の磨石及び礫乳　近世の泥面子，砥石及び寛永適賓，Ⅲ区から出土した縄文土器片，

縄文時代の土器片錘，石鉄，磨製石斧及び磨石，弥生土器片，平安時代の須恵器片，近世の陶器片，磁器片，

泥面子，砥石，寛永通賓及び火打金，近代の薬葵など特徴的なものについて実測図及び拓影図を掲載し，解説

等は一覧表に記載した。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（棚） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色誘巨 焼成 備　　　　 考

第50図 平　　　 碗 B （1．3） 底部の破片。底部は平底で，断面形 ロクロ成形。貼り付け高台。 砂粒 ・長石 P 2 7　　　　　　　 20％

1 陶　　　 器 D　 5 ．6

E　 O ．6

が逆台形の輪高台が付 く。 胎土 ：灰白色

普通

Ⅲ区B5 f5区付近表土

瀬戸 ・美濃系

2

天　 日　 碗 B （5 ．1） 口緑部欠損。底部は平底で，断面形 ロクロ成形。削り出し高台。内面 ～ 砂粒 ・長石 P 28　　　　　　 10％

陶　　　 器 D 〔3 ．8〕 が逆台形の輪高台が付 く。体部は内 体部外面下位に鉄軸 を施粕。
胎土 ：にぷい黄橙色

粕 ：黒褐色
Ⅲ区B6d l区付近表土

E　 O ．7 攣 しながら立ち上がる。 普通 瀬戸 ・美濃系

3

丸　　　 皿 B （1．2） 底部の破片。底部は平底で，断面形 ロクロ成形。削り出し高台。内面 － 砂粒 ・長石 P 2 9　　　　　　　 20％

陶　　　 器 D　 4 ．8 が逆台形の輪高台が付 く。 高台部外面 に灰粕を施粕。底部内面 胎土 ：にぷい橙色

粕 ：にぷい黄色
Ⅲ区B5 jl区付近確認面

E　 O．4 に見込 目跡 4 有り。 普通 唐津系

4

灯 明 受 皿 B （2．0） 縁端部欠損。平底。体部は内攣 しな ロクロ成形。仕切貼 り付 け。内面 ～ 砂粒 ・長石 P 30　　　　　　　 20％

陶　　　 器 C 〔5．4〕 がら立ち上がる。体部内面中位に切 目線部外面 に鉄瓶を施粕。
胎土 ：灰黄褐色

粕 ：明赤褐色
Ⅲ区B4d 9区付近表土

込の入 った環状の仕切が付 く。 普通 瀬戸 ・美濃系

5

灯 明 受 皿 Å〔9．0〕 平底。体部及び口縁部は内攣 しなが ロクロ成形。仕切貼 り付 け。内面 － 砂粒 ・長石 P 3 1　　　　　　　 20％

陶　　　 器 B　 2．0 ら立ち上がる。体部内面中位に切込 緑部外面に鉄瓶 を施粕。
胎土 ：黄灰色

粕 ：にぷい赤褐色
Ⅲ区B 5 fl区付近確認面

C 〔4．0〕 の入った環状の仕切が付 く。 普通 瀬戸 ・美濃系

6

捨　　　 鉢 B （4．8 ） 口綾部の破片。目線端部 に断面形が ロクロ成形。体部内面に 7条以上 1 砂粒 ・長石 ・石英 P 3 2　　　　　　　 5 ％

陶　　　 器 三角形の凸帯をめ ぐらす。 単位の櫛目有 り。日録部内 ・外面 に 胎土 ：明赤褐色

外面 ：にぷい赤褐色
Ⅲ区B5b l区付近確認面

それぞれ 2 条の洗練 を施す。 普通 明石 ・堺系

7

捨　　　 鉢 B （3．5） 底部の破片。平底。 ロクロ成形。体部内面に8 条以上 1 砂粒 ・石英 P 33　　　　　　　 5 ％

陶　　　 器 C （1．8 ） 単位の櫛目有 り。 胎土 ：にぷい黄橙色

外面 ：にぷい橙色

普通

Ⅲ区B 5 b l区付近表土

常滑系

8

捨　　　 鉢 B （5．2） 体部の破片。 ロクロ成形。体部内面に 9条以上 1 砂粒 ・石英 ≠34　　　　　　 5 ％

陶　　　 器 単位の櫛目有 り。内 ・外面に鉄瓶 を 胎土 ：淡黄色

粕 ：褐色
Ⅲ区B 5 f9区付近確認面

施粕。 普通 瀬戸 ・美濃系

9

丸　　　 碗 B （1．8） 底部の破片。底部は平底で，断面形 ロクロ成形。削 り出し高台。体部外 － P 3 5　　　　　　　 30％

磁　　　 器 D　 2．6 が 「U 」字形の輪高台が付 く。 面下端に肉彫 りによる文様有 り。高
胎土 ：灰白色

粕 ：透明
Ⅲ区B5b 5区付近表土

E　 O．6 台端部以外全面に透明粕。 良好 肥前系

図版番 号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値 現存 率

（％ ）

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　 考

最大長 （cm ） 最 大幅 （cm ） 最大厚 （cm ） 重　 量 （g ）

第 50 図 10 土 器 片 錘 （4 ．3 ） 4 ．9 1 ．0 （20 ．0 ） 90 Ⅲ区 B4h 9区付 近表 土 DP l

11 土 器 片 錘 （5 ．5 ） 4 ．4 0 ．9 （21 ．6 ） 90 Ⅲ区 B5b 9区付 近表 土 DP2

12 泥　 面　 子 2 ．3 2 ．1 0 ．7 2 ．0 100 I 区 Bld 9区付 近表 土 DP3

13 泥　 面　 子 2 ．1 1 ．9 0 ．9 2 ．3 100 I 区 B2 fl区付 近表 土 DP4

14 泥　 面　 子 1 ．9 1 ．6 0 ．6 1 ．3 100 m 区 B4b 9区付 近表 土 DP5

15 泥　 面　 子 2 ．6 （2 ．1） 0 ．7 （ 3 ．5） 90 Ⅲ区 B4d 7区付 近表 土 DP6

16 泥　 面　 子 2 ．5 1 ．9 0 ．6 2 ．7 100 m 区 B5b 5区付 近表 土 DP7

17 泥　 面　 子 1 ．7 1 ．7 0 ．6 1 ．7 100 Ⅲ区 B5b 5区付 近表 土 DP8

18 泥　 面　 子 （1 ．4 ） 1 ．6 0 ．6 （ 1 ．0 ） 80 m 区 B6b l区付 近表 土 DP9

19 泥　 面　 子 2 ．6 （2 ．0 ） 0 ．9 （ 3 ．2 ） 90 m 区 表採 DP lO
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第51図　遺構外出土遺物実測・拓影図（2）
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第52図　遺構外出土遺物実測・拓影図（3）
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図版番号種　　別
計　　　　測　　　　値 現存率

（％）

石　　質 出　土　地　点 備　　　　考
最大長（qm）最大幅（cm）最大厚（qm）重　量（g）

第50図20石　　　鍍3．8 1．8 0．4 2，2 100 チ　ャ　ー　トⅢ区B4b3区付近確認面Q6

21石　　　鉄2．3 （1．6） 0．3 （0．7）80 黒　曜　石Ⅲ区84b5区付近表土07

22石　　　鍍2．1 2．0 0．4 1．0 100 黒　曜　石Ⅲ区B5j3区付近表土08

23磨製石斧（11．1） 6．0 4．0 （493．8）80 硬　質　砂　岩Ⅲ区85f9区付近確認面09

24磨　　　石5．3 5．5 4．3 （172．8）95 安　山　岩I区B2d】区付近表土Ql

第51図25磨　　　石（6，1）（5．0） 3．0 （91．6）40 硬　質　砂　岩Ⅲ区84d一区付近表土QlO

26磨　　　石（8．5）（5．9） 4．6 （224，5）50 安　山　岩Ⅲ区B5d9区付近表土011

27礫　　　器4．8 5．7 1．3 56．4 100 硬　質　頁　岩I区82f3区付近表土02

28砥　　　石（8．0） 3．5 3．2 （134．6）50 硬質凝灰岩I区B2h3区付近表土03

29砥　　　石（4．8） 2．9 1．5 （38．8）50 硬質凝灰岩Ⅲ区B6有区付近表土012

30砥　　　石（5．6） 4．2 1．3 （41．4）50 硬質凝灰岩Ⅲ区86h3区付近表土013

図版番号種　　別
計　　　　測　　　　値 現存率

（％）
出　　土　　地　　点 備　　　　考

最大長（qm）最大幅（qm）最大厚（om）重　量（g）

第51図31火　打　金8．4 3．8 0．4 （60．7）95 m区B5d9区付近表土 Mg

32薬　　　葵（3．3）1．2 1．2 （5．8）50 Ⅲ区85j5区付近表土 MlO

図版番号践　　　　種
初　　鋳　　年 現存率

（％）
出　　土　　地　　点 備　　　　　考

時　　代年　　号　（西暦）

第51図33寛永通賓　（一文銭）江　　戸寛永13年　（1636）100 I区B2d9区付近表土 M6

34寛永通賓　（一文銭）江　　戸寛永13年　（1636）100 m区別bS区付近表土 Mll

第51図35は縄文時代早期後葉の繊維土器片で，貝殻条痕文が施されている036は縄文時代前期後葉の土器片，

37及び38は縄文時代中期前葉の土器片と思われる。39－42は縄文時代中期中葉の土器片で，隆帯や角押文が施

されている043－47は縄文時代中期後葉の土器片で，縄文や隆帯が施されている。48，49及び第52図50－52は

縄文時代後期前葉の土器片で，縄文や沈線文が施されている。53，54は縄文時代後期中葉の土器片で，縄文や

沈線文が施されている。

55は弥生時代後期の土器片で，付加条縄文が施されている。

56は平安時代前期の須恵器嚢の体部片で，平行叩きが施されている。
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第4節　ま　と　め

今回の調査で確認した遺構は　竪穴住居跡　軒　方形竪穴状遺構　軒　並墳墓墟基　火葬墓　基　土塊内層

壕2基夕　中世の土塊温基撃　井戸3基夢　中隆の藩5発声　道路状遺構且秦野不明遺構且基蟄　その他の土坑4基及び

溝2条である。ここではタ主として古墳時代及び中世の遺構と出土遺物についての概要を述べタ　まとめとする。

縄文時代

早期複葉～後期中葉の縄文土器片や土器片鐘声石飯野磨製石斧芦磨石及び礫器が少量出土している。しかし夢

今回の調査では縄文時代の遺構は確認されなかった。

弥生時代

後期後薬の弥生土器片が数庶出丑している。今回報告した資料は扶桑だけであるが資　弥生時代の遺跡が極め

て少ない水海道市域においては，太変貴重な資料であると言うことができる。

古墳時代

今回の調査では当該期に属する竪穴住居跡温軒を確認した。第6号住居跡は北コーナー，竃及び貯蔵穴付近

しか調査できなかったが資　比較的良好な遺物が遺存していた。土器の組成を見てみるとタ土師器の捧撃鉢及び

婆である。

杯は資　須恵器杯身の模倣でタ　描線部と体部との境にはりきりとした稜を持ち撃　打線部が内傾もしくは直立す

る　のと　丸底で　描線部と体部との境に弱い稜を持ち　描線部が直立もしくはわずかに内傾するものものと

がある。赤彩あるいは黒色処理された資料はタ　いずれも検出されなかった。

婆の器形は球形で，中位に最大径を有してお軋　頸部と体部との境に横ナデによる弱い稜を持っている。体

部下端及び底部外商の手法には，へラ削りが施されるものとヘラナデが施されるものとがある。また，いわゆ

る常総型嚢に属するタイプの婆が2点ほど出土し，描線端部に弱い段やわずかなつまみ上げが認められる。

以上のような本跡の土器様相からタ　本跡の時期は古墳時代後期の6世紀後葉に比定した。

奈良。平安時代

平安時代の須恵器片が数点出土している。今回報告した資柳ま且点だけであるがタ胎土に多義の雲母を含ん

でいることから，新治窯跡群から供給された製品と思われる。

中　　世

当遺跡の中心となる時期でダI区から方形竪穴状遺構l軒，土塊且基及び井戸温基警　Ⅲ区から藩5条及び道

路状遺構且条，Ⅲ区から方形竪穴状遺構5軋　粘土粘土墳墓2基を含む土壌墓場基　火葬墓　基　土塊内層壕

2基夕　井戸2基及び不明遺構且基を確認した。時期は中世前半の且2～温3世紀の第1期と，後半の且5～且6隆妃の

第2期とに分かれる。

第且期と思われる遺構はタ　第且～5及び7号方形竪穴状遺構と第1号土坑である。方形竪穴状遺構はその構

造から居住施設と考えられる。特にⅢ区から検出された第2～6及び7号方形竪穴状遺構はタ　東側谷津田に画

する緩やかな傾斜面上にまとまって立地してお軋　集落的な配置を示している。遺物は第　号方形竪穴状遺構
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から明道元鷺夕　豊栄適賓，元豊通常及び政和通常夕　第5号方形竪穴状遺構から丸底かわらけが出土している。

また夢　第思考土塊からは肴描式腰刀が出漉している。

第2期と思われる遺構はダ　第6～温2タ　温4～20タ　22～48撃52及び53号土壌墓，第50号火葬墓蟄　第55◎56号土塊

内層壕夕　第温～3号井戸夢　第3～7号藩学　第温号遠路状遺構，第温号不明遺構である。特にⅢ区北西部からは

ま墳墓診　火葬墓撃　士族内層壕診　井戸及び不明遺構が集中して検出され普　当該期にはここが墓域であったことを

如実に物語っている。地形的には北西方向に緩やかに傾斜してお軋一番低いところをこれらの中世遺構群が

占蝕している。士墳墓群の方向性は診太きく東西線上とタ南北線上の2方向に分かれる。平面形は半数以上が

長方形であるが　厳密に言うと隅丸長方形もし　は長楕円形となる　の　ここでは長方形として分類している。

また夢遺体を埋葬したと断定するには多少の疑問も残るが資長方形及び方形以外の平面形を有する土坑も一応

土壌墓とした。遺物は第且号土壌墓から常滑系の婆　第粥号土壌墓から内耳鍬　瀬戸砂美濃系の天日碗及び明

の染付皿　第㍍号土壌墓から鉄釘が出土している。また夢　第3号井戸からは瀬戸診美濃系の平碗，第1号不明

遺構からば平底かわらげ，常滑系の婆及び鉄鍋が出土している。

近　　世

当該期の陶器片，磁器片，泥面子夕砥石夕　寛永適賓，火打金及び銑淫が表土層及び遺構確認面から中量出土

している。陶磁器類の中には摘世紀代の製品と思われる　の　含まれるが，太半が近世の製品と思われる。ま
めんちょう

た　泥面子が　点ほど出漉している。8点とも閏盤状を皇する「離す」タイプではなら　Å面などの商状を里
けしめん

する「芥子軌タイプである。勘軽の　ち　点は　現況が畑もしくはかつて畑だったⅢ区の限られ盈地銀から

の出土である0このことは泥面子の一つの使用形態あるいは廃棄形態を意味しているものと思われ，農乳特

に畑作との関連をうかがわせる。その胤砥石，火打金及び鉄淳は中世の可能性もあるがタ　ここでは一応近世

とした。
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第5号住居跡炭化材確認状況

第5号住居跡遺物出土状況

第5号住居跡完掘

第5号住居跡炭化材確認状況

一㌢㌢㍗予言露

第5号住居跡貯蔵穴遺物出土状況



第3号土坑完掘 第4号土坑完掘

第5号土坑完掘

第11号土坑完掘

第7号土坑完掘

第14号土坑完掘



第5号住居跡，第11号土坑，遺構外出土遺物
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Sト5炭化米・種子

遺構外＿7軋．ミ独‘遺構外＿5



遺構確認状況

第1号住居跡完掘

大門通遺跡

調査終了状況

第1号住居跡炭化材確認状況

第2号住居跡完掘

第3号住居跡完掘

第2号住居跡遺物出土状況

第3号住居跡遺物出土状況
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第4号住居跡完掘 第4号住居跡遺物出土状況

第5号住居跡完掘 第6号住居跡完掘

第1号土坑完掘

第6号土坑完掘

第4・5号土坑完掘

第8・9号土坑完掘



二二三議蒜
S12－1

蜜
Sl2－8

戒．

儀
SI2－11　　S12－12　　S12－13

第1・2・3・4号住居跡出土遺物

e P

S卜2炭化米・種子



SI4－2　　　　S14－3　　　S14－4　　　Sl4－5

Sl4－6　　　　　S14－7　　　　S14－8

第2・3・4・6号住居跡，第1号溝，遺構外出土遺物



第6号住居跡遺物出土状況

第1号方形竪穴状遺構完掘

第2号方形竪穴状遺構完掘

第4号方形竪穴状遺構完掘

三本松遺跡

第6号住居跡竃調査状況

第1号方形竪穴状遺構遺物出土状況

第3号方形竪穴状遺構完掘

第5号方形竪穴状遺構完掘



中世遺構群全景

第17・25号土墳墓完掘

第24・26号土墳墓完掘

方形竪穴状遺構群全景

第10・12・14号土墳墓完掘

第23・27号土墳墓完掘

第28号土墳墓完掘



第29号土壌墓完掘

頚
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第42号土墳墓完掘

第50号火葬墓完掘

第31号土墳墓完掘

第47号土墳墓完掘
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第55号土坑内貝塚確認状況

第2号井戸調査状況

て可－′ミ

第3・4・5・6・7号溝，第1号道路状遺構完掘

第55号土坑内貝塚調査状況

第3号井戸調査状況

第1号不明遺構完掘 第1号不明遺構R貝出土状況



第6号住居跡出土遺物

S16－17



SK12－1

jl－亡き

第6号住居跡，第1・5号方形竪穴状遺構，第12・36号土墳墓出土遺物



PL14

SK37－5

遺構タト16

J＿．

薄着

第37号土墳墓，第1号土坑，第3号井戸，

遺構外

遺構外－14

j・’遺構タト19、　　　遺構タト24　　　　　遠構外－27
L＿ノノ”－＿…〃－′W－－－ノ－．＿”W”′′′＿

第5・7号溝，第1号不明遺構，遺構外出土遺物



遺構外－26

遺構タト30

第6号住居跡，遺構外出土遺物

PL15

遺構外

遺構外－20

範
連構外－21

遺構外－22

遺構外－32

e
遺構外－33
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SK50－火葬骨片

第55・56号土坑内貝塚，第1号不明遺構R出土貝類，第50号火葬墓出土火葬骨片
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